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序　　文

　この報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（鹿児島西ＩＣ

～伊集院ＩＣ間）建設に伴い，平成６年度に実施した山下堀頭遺

跡の発掘調査の記録です。

　この調査によって，縄文時代前期から中世にかけての遺構・遺

物が数多く発見されました。

　なかでも，弥生時代・古墳時代の住居跡の検出と絵画土器・鉄

剣の出土や古代の方形周溝墓の検出は，各時期における南九州の

文化の一端を明らかにする上で貴重な資料を提供することになり

ました。

　この調査の成果が，地域の歴史研究や埋蔵文化財の啓発・普及

の一助になれば幸いです。

　最後になりましたが，調査にあたり御協力頂いた国土交通省九

州地方整備局鹿児島国道事務所や松元町教育委員会ならびに発掘

調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１７年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　　

所　長　　木　原　俊　孝　　
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例　　　　言

１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路建設に伴う，山下堀頭遺跡の発掘調査布告書で
ある。

２　発掘調査は，建設省鹿児島国道事務所から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化
財センターが実施した。

３　発掘調査は平成６年６月２０日から平成６年１０月２８日にかけて実施し，整理作業及び報告書作成
は平成１６年度に実施した。

４　遺物番号は通し番号とし，本文挿図図版の番号は一致する。

５　挿図の縮尺は，各図面に示した。

６　本書で用いたレベル数値は海抜絶対高である。

７　発掘調査における図面の作成及び写真の撮影は調査担当者が行った。

８　遺構実測図の浄書及び出土遺物の実測浄書は整理作業員の協力を得て整理担当者が行った。出
土遺物の写真撮影は，西園勝彦が担当した。科学分析は，永濱功治，西園勝彦が行った。

９　本書の執筆は，西園，東和幸が担当し，編集は西園が行った。

１０　出土した遺物に注記は，山下堀○－○区○層○○○（遺物№）と記した。

１１　出土遺物実測図写真などは鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示活用する予定である。
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第Ⅰ章　はじめに

第１節　調査に至るまでの経過　
　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改
称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内に埋蔵文化
財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会
した。この計画に伴い，文化課が平成２年８月に鹿児島西ＩＣ～伊集院ＩＣ間の埋蔵文化財の分布
調査を行ったところ，２３か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在することが判明した。
　事業区内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に基
づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調査・
本調査が実施されることになった。
　これを受けて，平成３年度から平成１４年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認
調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵
文化財センターが実施した。
　なお，事業区間内（鹿児島西ＩＣ～伊集院ＩＣ）の遺跡の概要については，以下の通りである。

第２節　遺跡の概要
１　山ノ中　　　鹿児島市西別府町山ノ中に所在し，標高１００～１３３ｍの急峻な地形に立地する。山

頂には中世城館の一つである小田城跡が良好な状態で残っている。調査面積は
９，２００�で，縄文時代後期前の竪穴住居跡１７基が検出された。出土土器は，指宿式
土器に先行する土器が主体となり南福寺式や磨消縄文，それに指宿式土器が少量出
土した。また，高知県でみられる松ノ木式土器もみつかった。石器も石斧・石皿・
磨石が多量に出土した。その他，弥生時代の磨製石鏃や古墳時代の成川式土器，平
安時代の土師器・須恵器・墨書土器が出土した。中世では古道跡が検出され，陶磁
器や古銭も出土した。

２　宮尾　　　　松元町石谷字宮尾に所在し，仁田尾の割合に狭小な台地から東に張り出した標高
約２００ｍの小台地端部に立地する。調査面積は８，４００�である。旧石器時代ではナイ
フ形石器文化期のブロック１か所，縄文時代では早期の集石４基と平栫式・塞ノ神
式・条痕文土器，石鏃・石匙・石皿などが出土したほか，後期と推定される落とし
穴を主とする土坑１０１基が検出された。その他，奈良～平安時代の土師器・須恵器
と古代の掘立柱建物跡１棟が焼土域７か所や土師器とともに検出された。

３　仁田尾　　　松元町石谷字仁田尾・高塚に所在し，標高約１９０ｍのシラス台地上に立地する。
調査面積は１１，０００�である。旧石器時代（ナイフ形石器文化・細石刃文化），縄文
時代（草創期～晩期），平安時代の遺構・遺物が発見された。ナイフ形石器文化は
シラス直上から４３か所のブロック，５６基の礫群と２万点を越える遺物が出土してい
る。遺物はナイフ形石器・台形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・掻器・削器・彫
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器・石錐・敲石等が出土している。細石刃文化は薩摩火山灰層の下位から６８か所の
ブロック，６基の礫群，１６基の落とし穴と９万点を上回る遺物が出土した。縄文時
代では，遺構が集石１０基（早期４，前～後期６），土坑１１基（早期７，晩期４），落
とし穴２基（晩期）が検出され，また，アカホヤ火山灰層の上面で晩期の掘立柱建
物跡が検出された。土器は（草創期）無文土器，（早期）前平式・吉田式・手向山
式・押型文土器，（前期）轟式・曽畑式・深浦式土器，（中期）船元式土器，（後
期）指宿式・市来式土器，（晩期）黒川式土器の浅鉢・深鉢や布目圧痕土器・丹塗
土器が出土した。石器は石鏃・石匙・削器・石斧・磨石・石皿等が出土した。平安
時代では掘立柱建物跡・溝・土坑等の遺構が土師器・須恵器・陶磁器と一緒に検出
された。

４　西ノ原Ｂ　　松元町石谷字西ノ原に所在し，仁田尾遺跡の隣接地で，小さな谷を挟んだ北側に
突出した標高約１９０ｍの痩せ尾根上の台地に立地する。調査面積は１，３００�である。
旧石器時代ナイフ形石器文化から細石刃文化と古墳時代の遺物が出土した。旧石器
時代では礫群１基と１４か所のブロックが検出され，ナイフ形石器・三稜尖頭器・台
形石器・細石刃・細石刃核・スクレイパーが出土した。古墳時代の遺物は成川式土
器であった。

５　前山　　　　松元町石谷字前山に所在し，標高約２００ｍの台地北側に立地する。調査面積は
９，６００�である。遺跡は，Ａ・Ｂ地区に分かれ，旧石器時代が主体である。ナイフ
形石器文化期の二時期と細石刃文化期の遺構・遺物が発見された。シラスの腐植土
層の下位から台形石器・ナイフ形石器・スクレイパーが出土し，上位からはナイフ
形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・台形石器や敲石などが出土し，２基の礫群が検
出された。細石刃文化期からは細石刃・細石刃核・スクレイパー等が４基の礫群と
ともに出土した。縄文時代では，早期の吉田式土器と集石，前期の轟式土器が出土
し，古墳時代では成川式土器が出土した。

６　枦堀　　　　松元町石谷字枦堀に所在し，標高約１９５ｍのシラス台地縁辺部に立地する。谷を
隔てた台地には前山遺跡がある。調査面積は２，７００�である。旧石器時代では細石
刃文化期のブロックが１９か所検出され，遺物は三稜尖頭器・台形石器・スクレイ
パー・細石刃・細石刃核が出土した。縄文時代では早期の集石，晩期の土坑と溝状
遺構が検出され，遺物は岩本式・前平式・平栫式・轟式・阿高式・黒川式土器等が
出土し，石器は石鏃・石匙・磨石・砥石等が出土した。また，古墳時代の成川式土
器や古代～中世の須恵器・土師器・瓦器・青磁・白磁が出土した。

７　前原　　　　松元町福山字前原・鬼ヶ迫上に所在し，標高は約１８０ｍの舌状を呈するシラス台
地先端部に立地する。調査面積は１９，４００�である。旧石器時代（ナイフ形石器文
化・細石刃文化），縄文時代（草創期・早期・前期・晩期）の遺構・遺物が発見さ
れたが，主体は縄文時代早期前半である。この時期の遺構はＡ・Ｂ・Ｃの三地区に
分けられる。（Ａ）１２基の竪穴住居跡が２支群に分かれ，連穴土坑を含む土坑約１３０
基と集石１４基が，前平式・石坂式土器と検出された。（Ｂ）竪穴住居跡１３基，連穴
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土坑３５，土坑４５，集石４，祭祀遺構１と幅１．５～２ｍの道路跡２条が前平式・吉田
式・石坂式土器と検出された。（Ｃ）竪穴住居跡３基，土坑１３１，落とし穴１基が吉
田式・石坂式土器と検出された。石器は，石斧・石皿・磨石・削器・石鏃・軽石製
品・剣・砥石等が出土した。縄文早期後半では，塞ノ神式土器が落とし穴２基，溝
１条と出土し，押型文土器・手向山式土器も出土した。また，縄文時代晩期の黒色
研磨土器・組織痕土器を主体に，少量の曽畑式土器も出土した。　

８　フミカキ　　松元町福山字フミカキに所在し，標高約１７０ｍのシラス台地上に立地する。調査
面積は５，４００�で縄文時代を主とする遺跡である。早期の連穴土坑２基・集石１０基
が検出され，早期の吉田式・石坂式・政所式・押型文・中原式土器や前期の曽畑
式・轟式，晩期の黒川式土器が出土した。晩期では平織りの組織痕土器が出土した。
また，弥生時代後期の土器や平安時代の須恵器も少量出土した。

９　山下堀頭　　松元町福山字山下堀頭に所在し，シラス台地に囲まれた開析谷の標高約１３３ｍの
台地裾部に立地する。調査面積は４，８００�で，縄文時代前期の曽畑式土器と後期の
土器が少量出土した。弥生時代後期では竪穴住居が３基検出され，遺物は中津野式
土器や鉄剣等が出土した。住居内からは軽石製品が出土し，周辺からは磨製石鏃も
１０数点出土している。平安時代末頃の方形周溝状遺構が１基検出され，主体部から
はなにも出土しなかったが，周溝から小型の軽石製石塔の笠石片が出土した。

※　刊行報告書

　　「枦堀遺跡・西ノ原Ｂ遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３０）　２００２．３

　　「宮尾遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７３）　２００４．３

　　「フミカキ遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７４）　２００４．３

　　「山下堀頭遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９２）　２００５．３
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第Ⅱ章　発掘調査の経過

１　調査の経過
　建設省九州建設局（現国土交通省九州建設局）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児
島道路建設を計画した。工事区間内の埋蔵文化財取り扱いについて建設省鹿児島国道工事事務所
（国土交通省鹿児島国道工事事務所）は，鹿児島県教育委員会との協議に基づき鹿児島県知事と委
託規約を結び，工事前に埋蔵文化財の分布調査，確認調査及び本調査を実施することにした。調査
は，委託事業として鹿児島県教育庁文化課（現文化財課）が行った。
　平成２年８月に鹿児島インターチェンジと伊集院インターチェンジ間の分布調査が行われ，松元
町字山下堀頭で，遺物の散布が確認された。これに伴い建設省九州建設局は，文化課と埋蔵文化財
の保護と事業の調整を図るための協議を行った。協議の結果，事業着手前に埋蔵文化財確認調査
（以下確認調査）を実施することになった。確認調査は，調査主体者である県文化課が実施し，平
成３年９月１９日から１０月４日まで調査した。
　その結果，４，８００�にわたり弥生時代後期，古墳時代の遺物包含層が確認された。
　県文化課と県立埋蔵文化財センターは（平成４年度設立），確認調査の結果を踏まえ，建設省九
州建設局と協議を行い，本調査を実施することとなった。
　本調査は鹿児島県立埋蔵文化財センターが主体となり，平成６年６月２０日～１０月２８日に実施した。
発掘調査総面積は４，８００�である。　
　発掘調査報告書作成に伴う整理作業については，平成６年の発掘調査時においても，遺物の水
洗・注記・図面整理等の作業を平行して行っていたが，本格的な作業を平成１６年度に実施した。
２　調査の組織
　確認調査（平成３年度）
　事業主体者：　　建設省鹿児島国道工事事務所
　調査主体者：　　鹿児島県教育委員会　　　　　　　　　　　
　企画・調整：　　鹿児島県教育庁文化課　　　　　　　　
　調査責任者：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　課　　　　長　　　向山　勝貞
　調査企画者：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　課 長 補 佐　　　濱松　　巌
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　参　　　　事　　　立園　多賀生
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　幹　　　田村　洋一
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主任文化財研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋蔵文化財係長　　　吉元　正幸

　調 査 担 当：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　査　　　牛ノ�　修
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　文化財調査員　　　新町　　正

　事務担当者：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主幹兼企画助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係　　　　　長　　　濱崎　琢也

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　査　　　批杷　雄二
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　事　　　新屋敷由美子
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　本調査の組織（平成６年度）
　事業主体者：　　建設省鹿児島国道工事事務所
　調査主体者：　　鹿児島県教育委員会
　企画・調整：　　鹿児島県教育庁文化課（現文化財課）
　調査責任者：　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　　　所　　　　長　　　内村　正弘
　調査企画者：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　川原　信義
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事　　　戸崎　勝洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼調査課長　　　　
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事　　　新東　晃一
　調 査 担 当：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　文化財研究員　　　東　　和幸
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　文化財調査員　　　菅牟田　勉
　事務担当者：　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　査　　　成尾　雅明
　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　主　　　　事　　　中村　和代
　報告書作成
　事　 業　 主　 体：　国土交通省鹿児島国道工事事務所
　報告書作成事業主体：　鹿児島県教育委員会
　報告書作成責任者：　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　長　　　木原　俊孝
　報告書作成企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　賞雅　　彰　
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調 査 課 長　　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　調査課長補佐　　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主任文化財主事　　　牛ノ�　修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼第三調査係長　　　
　報告書作成担当者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財主事　　　東　　和幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　文化財研究員　　　西園　勝彦
　事　務　担　当　者：　　　　　　〃　　　　　　　　　　総 務 係 長　　　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　主　　　　査　　　脇田　清幸
　報告書作成検討委員会　平成１６年１２月２７日　所長ほか　　　１１名
　報告書作成指導委員会　平成１６年１２月２０日　調査課長ほか　４名
　企　画　担　当　者　中村　耕治・川口　雅之
３　日誌抄
　調査の経過は日誌抄により以下略述する。
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　確認調査

　本調査（平成６年度）

調　査　の　経　過月　日
プレハブ設置，道具搬入，電気・水道・ガス敷設，基準杭打ち，
重機による表土剥ぎ，表土剥ぎ後の精査によりＩ－１９区に掘り込みを確認し掘り下げ
を行う，
表土下がアカホヤ火山灰層（Ⅲ層）の箇所あり

６／２０～２４

重機による表土剥ぎ，表土剥ぎ後の精査，Ｉ－１９区掘り込み掘り下げ，
Ｅ－１８・１９区，Ｆ－１８区…Ⅲ層掘り下げ

６／２８
～７／１

Ｅ－１８・１９区　Ｆ－１８・１９・２０区　Ｇ－１９・２０区…Ⅲ層掘り下げ，Ｉ－１９区掘り込み断面
の写真撮影・実測，重機による表土剥ぎ７／４～８

重機による表土剥ぎ，グリッド杭打ち，Ｇ・Ｈ・Ｉ－１７・１８区…Ⅱ層掘り下げ，
Ｆ－１６区に方形周溝状遺構を検出・検出状況写真撮影７／１１～１５

重機による表土剥ぎ，Ｇ・Ｈ・Ｉ－１６区　Ｈ－１７区…Ⅱ層掘り下げ，Ｅ－１４区に近代の溝
状遺構を検出・掘り下げ，方形周溝状遺構の検出時点での平面実測を行う
　　台風７号

７／１８～２２

Ｈ－１７・１８，Ｉ－１８区…Ⅱ層Ⅲ層遺物取り上げ，Ｇ・Ｈ・Ｉ－１７・１８区　コンタ図作成
Ｉ－１８区にⅢ層の土器集中箇所を確認する７／２５～２９

Ｈ－１７区　Ⅲ層上部から鉄剣出土
Ｇ・Ｈ・Ｉ－１６・１７区　Ⅱ層Ⅲ層掘り下げ・コンタ図作成
Ｉ－１８区　土器集中箇所遺物実測・遺物取り上げ

８／２～５

Ｆ・Ｇ・Ｈ－１７区Ⅱ層Ⅲ層掘り下げ，Ｆ～Ｉ－１８区　Ⅲ層上面でのコンタ図作成
Ｉ－１８区　土器集中箇所遺物実測・遺物取り上げ
河口貞徳氏現地指導　　　　　　　　　台風１４号

８／８～１２

Ｈ・Ｉ－１４・１５区　Ⅰ層掘り下げ８／１７～１９

Ｆ～Ｉ－１３・１４区　Ⅰ層掘り下げ・遺構を検出する
Ｈ・Ｉ－１４区Ⅲ層上面でのコンタ図作成，
Ｆ－１３区遺構掘り下げ　黒色埋土　Ｆ－１２～１５区へ延びる

８／２２～２６

Ｇ・Ｈ・Ｉ－１２区　Ⅰ～Ⅱ層掘り下げ，
Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｕ・Ｉ－１３区　Ⅲ層上面でのコンタ図作成
Ｉ－１２区　掘り込みを検出，半裁し掘り下げを行う

８／３０
～９／２

Ｈ－１２区　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ層掘り下げ
Ｈ－１５区　掘り込み掘り下げ１号土坑とする
Ｈ・Ｉ・Ｊ－１２区　Ⅲ層上面でのコンタ図作成，
Ｇ－１６区Ⅲ層の土器集中箇所を確認し実測を行う
方形周溝状遺構の周溝部掘り下げ，軽石製石製品出土

９／５～９

Ｆ・Ｇ・Ｈ－１６・１７区Ⅲ層掘り下げ
Ｉ－１８区　掘り込み清掃写真撮影断面実測を行う
方形周溝状遺構の主体部掘り下げ
１４・１５日　岩崎卓也先生現地指導

９／１２～１６

調　査　の　経　過月　日
駐車場整備，伐採，
ＳＴＡ１４０とＳＴＡ１４１を基準に１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定し，グリッドに合わせて２ｍ
×３０ｍのトレンチを１本，２ｍ×１５ｍのトレンチを１本の合計２本のトレンチを設定
し掘り下げを開始した。

９／１９～２０

トレンチからの遺物の出土無し。トレンチⅢ層から弥生時代・古墳時代の遺物が出土。
トレンチⅣ層以下からの遺物の出土無し。９／２３～２７

掘り下げ終了トレンチ側土層断面図実測。遺物平板実測。埋め戻し作業９／３０
～１０／４
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Ｇ－１５・１６，Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ－１７区　Ⅲ層掘り下げ
Ｆ－１３・１４区　溝状遺構検出　写真撮影
方形周溝状遺構　主体部掘り下げ　実測，
　　　　　　　　周溝部遺物出土状況写真撮影・実測・遺物取り上げ
　　　　　　　　土壌サンプリング
Ｉ－１３～１７区　断面実測
Ｆ－１２～１５区　溝状遺構掘り下げ
Ｉ－１８区　土器集中箇所断面実測，１号竪穴住居とする

９／１９～２３

Ｆ・Ｇ・Ｈ－１７区　遺構検出
Ｆ・Ｇ－１６区　Ⅲ層掘り下げ
１号住居断面実測
Ｉ－１２区，Ｇ－１２・１３区，Ｈ－１２区　断面実測

９／２７～２９

Ｆ－１７区の掘り込みを２号土坑とする　断面実測　遺物出土状況実測・遺物取り上げを
行う　順次掘り下げ
Ｆ・Ｇ・Ｈ－１６区Ⅲ層掘り下げ
Ｉ－１４・１５，Ｆ－１３区　断面実測，
Ｇ－１６区土器集中箇所遺物出土状況実測・遺物取り上げ
方形周溝状遺構　完掘写真撮影　実測
３号土坑掘り下げ

１０／３～７

２号土坑・３号土坑掘り下げ・遺物出土状況実測・遺物取り上げ・掘り下げ
２号土坑・３号土坑周辺に若干色調の異なる土を確認し掘り下げを行う・遺物出土
フミカキ遺跡へプレハブ等の移転・道具類の搬入を行う

１０／９～１４

フミカキ遺跡の発掘調査と平行して遺構掘り下げ・実測等を行う
２号土坑・３号土坑周辺の掘り下げと遺物出土状況写真撮影・実測・遺物取り上げを
順次行う。共に土坑内・周辺にｐｉｔを確認，特に２号土坑は土坑周辺の掘り下げを行っ
た箇所より焼土跡も検出。　そのため２号土坑・３号土坑をそれぞれ２号竪穴住居・３
号竪穴住居とする。

１０／１７～２１

遺構完掘写真撮影・実測
調査終了１０／２４～２８

　報告書作成（平成１５年度）

遺物分類・土器接合・遺物復元４月

土器接合・遺物復元・原稿作成５月

土器接合・遺物復元・土器分類・原稿作成６月

土器接合・遺物復元７月

土器接合・遺物復元８月

遺物実測・遺物復元９月

遺物実測・遺物復元・原稿作成１０月

遺物復元・遺物トレース・レイアウト・原稿作成１１月

遺物復元レイアウト・写真撮影・原稿作成１２月

遺物整理・収蔵・原稿校正１月

遺物整理・収蔵・図面整理・原稿校正２月

遺物整理・収蔵・図面整理・原稿校正３月
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第Ⅲ章　遺跡の位置及び環境

第１節　遺跡の位置及び自然環境
　山下堀頭遺跡の所在する松元町は，北緯３０°３６′５８″東経１３０°２５′３６″のところにあり，薩摩
半島のほぼ中央に位置している。県庁所在地である鹿児島市に隣接し，南は吹上・日吉両町，西は
伊集院町に接する。平成１６年１１月に鹿児島市を含む１市５町と合併した。
　地形的には，東西７．４�，南北１１�のほぼ三角形の形をし，概ね標高１５０ｍから２００ｍのシラス台
地が点在している。南部は標高３００ｍ級の山岳と渓谷から成る。全体が丘陵と沢や渓谷から成り
立った地勢であり，沢や渓谷を流れる小流は，水田の形成を促している。
　山下堀頭遺跡は松元町福山に位置し，松元町役場のある町の中心部から北西へ約１．５�離れる。
シラス台地の浸食により形成された谷の段丘上に位置し，前面と後背に標高約１３０ｍのシラス台地
を臨み，東シナ海へ注ぐ石谷川・下谷口川が近くを流れている。近世から現在に至るまで畑地・水
田として利用されていたようであり，水には事欠かない場所で遺跡の立地条件としては良好な場所
である。また，東方にフミカキ遺跡を見上げ，フミカキ遺跡を通り続いてくる古道が調査区付近を
走っている。
第２節　遺跡周辺の史的環境
　松元町には，旧石器時代から近世まで長期にわたる多くの遺跡が存在している。
１　旧石器時代
　本報告書関連事業の南九州西回り自動車道建設に伴う発掘調査や県道の整備に伴う発掘調査など
で近年松元町において遺跡の発掘調査事例が増加していることに伴い，旧石器時代の遺跡の調査例
も増えてきている。前山遺跡からは，シラスの腐食土層下位から台形様石器，ナイフ形石器，スク
レイパー等が出土し，仁田尾遺跡ではナイフ形石器文化から細石刃文化に至るまでの遺物がナイフ
形石器文化の時期の礫群や，細石刃文化の時期の落とし穴状遺構等の遺構と共に出土した。
２　縄文時代
　縄文時代の遺跡は草創期から晩期まで存在するが，近年の調査で遺跡数も多くなってきている。
山下堀頭遺跡にほど近い前原遺跡では，早期の前平式土器，吉田式土器，石坂式土器と磨石や石皿
等の石器，それぞれの時期に伴う遺構が確認された。中でも石坂式土器の時期の住居跡が１２軒，前
平式土器に伴う住居跡１０軒が集石遺構や連穴土坑等多くの遺構と共に検出され，縄文時代早期の集
落形態について多くの情報が得られた遺跡である。その他にも山下堀頭遺跡に近接し政所式土器と
吉田式土器の関係が示唆的なフミカキ遺跡，宮尾遺跡，仁田尾遺跡，小松迫遺跡など多数ある。ま
た，松元町に隣接する伊集院町永迫平遺跡でも縄文時代早期前葉の竪穴住居跡や集石遺構，連穴土
坑などの遺構が検出された。縄文時代前期では，仁田尾遺跡で多くの調査成果が上がっており，小
松迫遺跡，東昌寺遺跡なども挙げられる。縄文時代中期は，仁田尾遺跡など数遺跡を挙げる程度で
ある。縄文時代後期では鹿児島市との境にある木ヶ暮遺跡で指宿式土器，市来式土器などの土器や
石器が出土している。台地から谷への傾斜面に形成された遺跡である。宮尾遺跡では落とし穴状遺
構を含む土坑が１０１基検出されており，その他少量でも遺物の出土する遺跡も多い。縄文時代晩期
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では松元町との町境に近い吹上町の黒川洞穴がある。その他少量でも遺物の出土する遺跡も多く，
仁田尾遺跡からは縄文時代晩期の掘立柱建物跡が検出されている。
３　弥生時代・古墳時代
　弥生時代の遺跡は少なく鹿児島県において発掘により弥生前期の土器を出土した最初の遺跡で高
橋Ⅰ式，夜臼式土器などが出土している東昌寺遺跡など数遺跡が挙げられる程度である。古墳時代に
なると遺跡数が急増するが，台地状に位置する遺跡で住居跡や土坑などの遺構が検出されている遺跡
や鉄製品が出土した遺跡は少ない。山下堀頭遺跡は，段丘上に位置し，弥生時代後期から古墳時代初
頭の住居跡が３基検出され，鉄剣・絵画土器が出土している。また，近接するフミカキ遺跡ではこの
頃と思われる円形の刻目突帯が施された壷形土器片も出土しており，近辺と様相の異なる遺跡である。
４　古代
　山下堀頭遺跡では，古代の円形周溝墓が１基検出されたが，近辺で円形周溝状遺構を検出した例
は見られない。その他の遺構を見ると仁田尾遺跡で掘立柱建物跡や溝状遺構・土坑などが，宮尾遺
跡で掘立柱建物跡や焼土域・土坑などが多くの遺物と共に検出されている。遺物の出土があったの
みの遺跡は多く，中でも赤色土器の出土している遺跡が多い。山下堀頭遺跡・近接するフミカキ遺
跡からも小片が数点ではあるが赤色土器が出土している。山下堀頭遺跡から約２．５�離れた横井竹
ノ山遺跡からは，赤色土器や墨書土器が出土し，なかでも「肥之道里」とかかれた土器や「☆」が
書かれた土器の出土が目を引く。赤色土器や墨書土器について古代の主要道である伝路や官衙・郡
衙・郡院・郡倉などの要地との関連を見る意見が出されており，それによると山下堀頭遺跡・フミ
カキ遺跡は薩摩半島の横断道が推定されている付近に位置する。

備　　考遺構・遺物等主な時代地形所　在　地遺跡名番号
本報告書中津野式・住居跡弥生・平安台地松元町福山山下堀頭１
Ｈ６発掘調査石坂式・吉田式・黒川式縄文・弥生・平安台地松元町福山フミカキ２
Ｈ１発掘調査土器片奈良・平安台地伊集院町郡字黒木田黒木田３

五輪塔・石地蔵中・近世平地伊集院町猪鹿倉荘厳寺墓地４
西郷南州による記念碑近世川岸伊集院町上谷口永平寺記念碑５
五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町猪鹿倉薬師堂跡６
角形土器（前平式？）縄文台地伊集院町清藤鍋倉鍋倉７

Ｈ７分布調査古代台地伊集院町下土橋字碇ノ谷碇ノ谷８
磨製石斧（大小石斧）平地伊集院町猪鹿倉１４１－１猪鹿倉９
五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町城山円通墓地１０
五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町天神馬場竜泉寺跡１１
五輪塔中・近世平地伊集院町下谷口松田氏宅下谷口１２
無縫塔中・近世平地伊集院町天神馬場未穏寺境内１３
磨崖佛・五輪塔中・近世山腹伊集院町麓東山下氏宅磨崖佛１４
五輪塔・宝塔中・近世平地伊集院町向江破鞋墓地１５

Ｈ８発掘調査掘立柱建物跡・陶磁器中・近世丘陵伊集院町下谷口字一ノ谷一ノ谷１６
五輪塔中・近世平地伊集院町本平浜田宅裏本平１７
五輪塔中・近世山地伊集院町本平福留氏山林本平１８
五輪塔・宝塔中・近世台地伊集院町四朗圓梅岳寺墓地１９

Ｈ８～１０発掘調査縄文早期台地伊集院町下谷口永迫平永迫平２０
Ｈ１０分布調査古墳台地伊集院町古城字七反畠七反畠２１
Ｈ７分布調査古墳・古代台地伊集院町恋之原字上稲荷原上稲荷原２２
Ｈ８発掘調査石器・土器片縄文早期台地伊集院町恋之原字稲荷原稲荷原２３

壺形土器台地伊集院町恋之原集落東端恋之原２４
弥生～古墳台地松元町上谷口火ノ宇都２５
縄文早期台地松元町上谷口大仏２６
古墳～平安台地松元町上谷口喜次郎岡２７

五輪塔・宝塔中・近世山地松元町末永八幡神社横末永２８
五輪塔・宝塔中・近世平地松元町窪田郵便局前末永２９

Ｈ６～８発掘調査細石刃・前平式・石坂式旧石器・縄文台地松元町福山前原３０
石坂式土器縄文台地松元町石谷小松迫３１

山地伊集院町竹ノ山長崎城跡３２
Ｈ１０発掘調査土器片縄文・弥生・古墳台地伊集院町竹ノ山竹ノ山Ａ３３
Ｈ１０発掘調査落とし穴・石器旧石器台地伊集院町竹ノ山竹ノ山Ｂ３４

栫口城３５

第２表　周辺遺跡地名表
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第Ⅳ章　発掘調査の概要

第１節　調査の方法
１　確認調査
　平成２年８月に行われた分布調査の結果に基づき，平成３年９・１０月に確認調査を行った。調査
は２ｍ×３０ｍのトレンチを１本，２ｍ×１５ｍのトレンチを１本の合計２本のトレンチを設定し，掘
り下げを行った。その結果，２ｍ×１５ｍのトレンチから弥生時代後期，古墳時代の遺物が出土した
ため，４，８００�の範囲を本調査対象地とした。
２　本調査
　平成３年度に行われた確認調査の結果に基づき，平成６年６月２０日から平成６年１０月２８日まで全
面発掘調査を実施した。
　調査は，道路センター杭№１４０と№１４１を結ぶ線を基準に１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定して実施し
た。調査区域の東側から始まって西側へＡ・Ｂ・Ｃ…，北側から南側へ１・２・３…とし，Ｄ－３
区，Ｈ－１７区などと表示した。発掘調査の表面積は，４，８００�である。
　調査は該当層の掘り下げを順次行い，遺物・遺構の検出，写真撮影，実測，遺物の取り上げと作
業を進めた。遺物総数は約９，０００点である。
　調査の結果，縄文時代では縄文時代前期の曾畑式土器，縄文時代後期の指宿式土器，西平式土器，
石鏃・磨石等の石器が少量づつ出土したが，遺構は検出されなかった。
　弥生時代から古墳時代では，３基の竪穴住居跡と土坑１基が多量の遺物と共に検出された。検出
順に１から３号竪穴住居跡，１号土坑として調査した。また，包含層より出土した土器の中には絵
画土器が１個体あり，鉄剣１本も出土した。しかし，いずれも包含層からの出土であるため時期の
確定が難しい。出土状況から見ると絵画土器が弥生時代終末期，鉄剣が古墳時代前期くらいのもの
である可能性が高い。
　竪穴住居跡の調査は，１号から３号竪穴住居跡のいずれも近現代の耕作などにより上部の大半を
欠損し，若干の掘り込みと一段掘り窪められた掘り込みが残存している程度であり，全体の形状を
完全に把握することはできなかった。そのため，はじめ１号竪穴住居跡を「土器集中箇所」，２号
竪穴住居跡・３号竪穴住居跡を一段掘り窪められた掘り込み部分だけを土坑としてそれぞれ「２号
土坑」・「３号土坑」と取り扱っていたが，「Ｉ－１８区土器集中箇所（１号竪穴住居跡）」の調査途中
に焼土跡を検出し，１号竪穴住居跡とした。更に，「２号土坑」・「３号土坑」の土坑の周りに周囲よ
りも若干色調の異なる土が広がることを確認したため掘り下げを行ったところ，「２号土坑」が一
辺の中央から内側に広がる方形に掘り下がり，焼土や柱穴等が確認されたため，住居跡とした。３
号住居跡も形状や位置関係などを考え住居跡とした。
　古代から中世にかけては，少量の土師器と須恵器・青磁が出土し，中心部に長楕円形の土坑を一
つ持つ方形周溝状遺構が１基検出された。方形周溝状遺構の周溝埋土からは弥生時代から古墳時代
の土器片や軽石製の石製品が１点出土したが，埋土より古代から中世に属するものとした。詳細な
時期については不明である。
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第２節　基本的層序
　山下堀頭遺跡は水田・畑地として利用されていたため耕作などにより地形や地層が大きく変更さ
れ，包含層が少量しか存在しない箇所や，遺構の大半が欠損する箇所もあった。また，シラスの開
析により形成された段丘上に位置するため，堆積状況が地点により異なっていた。そのため層順は，
地層の残りのよかった箇所と前原遺跡や仁田尾遺跡などの層順を参考に分層した。またⅦ層より下
位はシラスであった。場所により多少相違があるが，基本的には下のように分けられる。

Ⅰ　層　：褐色耕作土。色調によって２～３層に区分できる。

Ⅱ　層　：黒色腐食土。削平されている箇所が多く，部分的にしか見ら
れない。古代から中世の遺物を含む。

Ⅲａ層　：黄褐色火山灰土。下部のアカホヤ火山灰に有機質が混在した
もので，粘質が弱く，径２�前後の軽石を含む。弥生時代か
ら古墳時代・縄文時代晩期・後期・前期の遺物を含む。

Ⅲｂ層　：黄橙色軽石。約６，３００年前の鬼界カルデラ起源のアカホヤ火
山灰（幸屋　火砕流）に対比される。

Ⅳ　層　：暗褐色火山灰土。やや灰色を帯びた硬質の火山灰で比較的細
粒である。

Ⅴ　層　：黒褐色火山灰土。濃い黒色で粘質が強く，径５�前後の軽石
が混じる。

Ⅵ　層　：黄褐色火山灰。約１１，５００年前の薩摩火山灰に対比される。

Ⅶ　層　：茶褐色粘質土。非常に粘質が強く，乾燥すると大きくクラッ
クが生じる。

Ⅷ　層　：シラス 山下堀頭遺跡標準層位

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲａ

Ⅲｂ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ
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第３節　縄文時代の発掘調査
　縄文時代の調査では散在的に少量の遺物が出土したのみで，土坑や石器製作跡などの遺構は検出
されなかった。出土遺物の時期は縄文時代前期・後期・晩期と数時期ある。出土した遺物が少量で
ある原因として，山下堀頭遺跡での生活期間が短くキャンプ的で少しの作業しか行っていないこと，
遺物が調査区外へ流出したこと，縄文時代の出土遺物のほとんどがすぐ隣に位置するフミカキ遺跡
からの流入であることなどいくつかの可能性が考えられる。
１　遺物
　�　土器（第８図　１～１０）
　　　縄文土器は，出土総数が２０点程と少なく実測可能なもの全てを記載した。５類に分類したが，
出土数が少ないため全体の形状が分かるものはなかった。

　　Ⅰ類土器（第８図　１～４）
　　　Ⅰ類土器は，胴部から口縁部にかけて緩やかに外反する器形である。器厚が全体に５�程度
で口唇部を平坦におさめ，口唇部，口縁部内外面・胴部外面に棒状の工具で沈線・刺突を施し
たものである。

　　　１・２・３は，深鉢形土器の口縁部である。口縁部外面に棒状工具による３条の沈線を巡ら
し，その下位に綾杉状の沈線を施している。口縁部内面にも２条の沈線を巡らしている。２は，
器体の弯曲が強く，口縁部内面に施される沈線の長さが短い。また内外面共に弯曲の頂部で沈
線に隙間を開けていることから口縁部が波状を呈するか隅丸状の形状を呈するものである可能
性がある。

　　　４は，深鉢形土器の胴部片である。４は外面に棒状工具による綾杉状の沈線を施し，棒状工
具による刺突が施された横位の貼付文を付している。さらに４の貼付文の左側には，孔があい
ていたものと思われる痕跡が見られる。貼付文を付す際に棒状のものを当て，その上から貼付
文を付したのち斜位に引き抜いたものと思われる。作りは粗めである。器面調整は全て外面は
丁寧なナデ調整が施され，内面は荒いナデ調整が施されている。

　　　また，１～５は胎土や調整がよく似ており，同一個体である可能性もある。
　　　Ⅰ類土器は，曾畑式土器と思われる。
　　Ⅱ類土器（第８図　５～７）
　　　Ⅱ類土器は，肥厚させた口唇部と強く外反する口縁部に棒状工具により沈線を施すものであ
る。

　　　５・６・７の３点出土した。全て深鉢形土器の口縁部である。
　　　５・６は，胎土や調整がよく似ており同一個体の可能性がある。５は，口唇部が山形を呈す
る波状口縁であることが推測される。５の外面には横位の沈線が施され，６の外面には，
「つ」の字状の沈線が施されている。内面外面共に丁寧にナデ調整が施され，外面にはケズリ
の痕跡が見られ，内面には指頭圧の調整痕も見られる。

　　　７は，６同様に深鉢形土器の波状口縁の端部と思われる。口縁部外面に斜位の沈線を施して
いる。小片ながら口唇部の沈線と断面形状からⅡ類に含めた。

　　　Ⅱ類土器は，出水式土器の中に包括される一群と思われる。
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　　Ⅲ類土器（第８図　８）
　　　Ⅲ類土器は，８の１点のみの出土である。深鉢形土器で強く外反し断面の形状が三角形を呈
する口縁部外面に棒状工具による沈線を２ないし３条巡らすものである。内面外面共に丁寧な
ナデ調整が施され，外面には貝殻条痕と思われる痕跡が見られる。

　　　Ⅲ類土器は，西平式土器と思われる。
　　Ⅳ類土器（第８図　９）
　　　Ⅳ類土器は，９の１点のみの出土である。深鉢形土器の口縁部であり，口縁端部に爪による
と思われる斜位の刺突が１条巡らされる。小片で傾きなど不明であるが図化した。

　　Ⅴ類土器（第８図　１０）
　　　Ⅴ類土器は，上げ底の底部である。１０の１点のみの出土である。復元底径１４．３�を測り，上
げ底の高さは推定で１．２�を測る。内面はナデ調整が施され，外面・底面はナデ調整が施され
るが貝殻条痕の痕跡を残している。

　　　Ⅴ類土器は，後期から晩期の土器の底部と思われる。

第８図　縄文土器　Ⅰ類～Ⅴ類
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第９図　縄文時代の石器
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　�　石器（第９・１０図　１１～３０）
　　　縄文時代の石器は，石鏃１７点，スクレイパー１点，磨石２点，石皿１点と少量剥片が出土し
た。石器製作跡と思われるような出土状況は見られなかった。

　　石鏃（第９図　１１～２５）
　　　形態が５つに分かれ大小様々であるが出土量が少なく，縄文時代の出土土器も少なく時代幅
もあるため帰属時期は分からない。１１～１５・２３が凹基の三角形鏃で１１・１２・１４・１５が正三角形
に近く，１３・２３が長い二等辺三角形である。１６～２１は平基の三角形鏃，２２・２４が側縁が強い波
状を呈する凹基の三角形鏃，２５が平基の五角形鏃である。

　　スクレイパー（第９図　２６）
　　　２６が１点出土したのみである。幅３．９�×縦２．３�，厚さ５．５�，重量５．３１ｇを測る。刃部と

第１０図　縄文時代の石器
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両サイドの表面のみを剥離している。上部は欠損と切断の判別ができない。
　　凹石（第１０図　２７）
　　　２７の１点のみの出土である。楕円形を呈する。表裏両面に２箇所ずつ叩打による窪みがある。
長軸の側沿にも叩打痕が見られる。全体を成形し，握ると収まりがよい大きさに整えられてい
る。
磨石（第１０図　２８）

　　　２８と小片の２点のみの出土である。２８だけを図下した。大半を欠損し表面の半分くらいが
残っている程度である。よく擦られており，２７同様に大きさの整えられたものであろう。
砥石（第１０図　２９）

　　　２９の１点のみの出土である。約半分程度が残存しているものと思われる。表裏両面ともよく
擦られている。自然礫をそのまま利用している。
石皿（第１０図　３０）

　　　３０の１点のみの出土である。大半を欠損し表面のどれくらいが残存しているのか不明である。
よく擦られており，図右側には掻き出し口とおもわれる窪みがある。

第３表　縄文土器観察表

第４表　縄文時代の石器観察表

備考文様内面調整外面調整内面色調外面色調胎　　土焼成部位類遺物番号番号

棒状工具による沈線丁寧なナデ粗いナデ赤褐色赤褐色～
暗灰褐色

石英，長石，角閃石，１�以下の
石粒，３�以下の白色石粒良好口縁部Ⅰ２４８１ １０６８

棒状工具による沈線丁寧なナデ粗いナデ赤褐色赤褐色～
暗灰褐色

石英，長石，角閃石，１�以下の
石粒，３�以下の白色石粒良好口縁部Ⅰ２３９２

棒状工具による沈線丁寧なナデ粗いナデ赤褐色赤褐色～
暗灰褐色

石英，長石，角閃石，１�以下の
石粒，４�以下の白色石粒良好口縁部Ⅰ２４０３

棒状工具による沈線丁寧なナデ粗いナデ赤褐色赤褐色～
暗灰褐色

石英，長石，角閃石，１�以下の
石粒，５�以下の白色石粒良好胴部Ⅰ２４１４ ２４５

棒状工具による沈線貝殻後ナデ貝殻後ナデ黄褐色明赤褐色石英，長石，角閃石良好口縁部Ⅱ２２４５
棒状工具による沈線貝殻後ナデ貝殻後ナデ黄褐色明赤褐色石英，長石，角閃石良好口縁部Ⅱ２３４６
棒状工具による沈線不明不明黄褐色黄褐色石英，長石，角閃石，３�以下の

石粒やや不良口縁部Ⅱ４３１４７

棒状工具による沈線貝殻後ナデ貝殻後ナデ暗灰黄褐色明赤褐色石英，長石，角閃石，４�以下の
石粒良好口縁部Ⅲ４１４６８

爪による刺突ナデナデ赤褐色茶褐色石英，長石，角閃石良好口縁部Ⅳ２３１９

－貝殻後ナデ貝殻後ナデ灰褐色灰黄褐色石英，長石，角閃石，３�以下の
石粒，５�以下の安山岩粒良好底部Ⅴ

３９３９
１０ ６７５３

６７６１

備考厚み㎝幅㎝長さ㎝重量ｇ層石材器種遺物番号番号
０.２４１.４５１.４５０.３０Ⅲａ黒耀石石鏃４２３０１１
０.３１１.７８１.８８０.６３Ⅲａハリ質安山岩石鏃５７７９１２
０.２９１.０６１.８１０.４２Ⅲａ黒耀石石鏃２２６７１３
０.３１－１.５６０.５０Ⅲａ黒耀石（上牛鼻）石鏃３９９３１４
０.２４１.４０－０.３４Ⅲａ頁岩石鏃４４３７１５
０.３７１.３０１.５９０.５４Ⅲａハリ質安山岩石鏃５２１７１６
０.３９２.０９２.８０２.３２Ⅲａハリ質安山岩石鏃３４３６１７
０.３０２.００２.０７０.９９Ⅲａハリ質安山岩石鏃８２６１１８
－０.３４－０.４９Ⅲａ頁岩石鏃４２０９１９
１.４３０.２４１.５８０.５２Ⅲａ淡白石石鏃４２２６２０
－０.４４－０.８２Ⅲａ頁岩石鏃８１０２１
０.３８１.４０１.８２０.６１Ⅲａ黒耀石石鏃１０８６２２
０.４４１.６２－１.２８Ⅲａ黒耀石石鏃２１９２３
－－－０.５５Ⅲａ黒耀石（上牛鼻）石鏃４２１５２４
０.３３１.１４１.７３０.６５Ⅲａ黒耀石（上牛鼻）石鏃６７４３２５
０.５５３.90２.３０５.３１Ⅲａ黒耀石（日東）スクレイパー７５０２６
－－－３２９.８２Ⅲａ安山岩凹石２３７２７

－－－１２９.２０Ⅲａ砂岩磨石７３０１２８ ４９３８
－－－３２３.９６Ⅲａ安山岩砥石４８７１２９
－－－９７.１０Ⅲａ安山岩石皿６３２８３０
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第４節　弥生時代・古墳時代の調査
　弥生時代から古墳時代の調査では，竪穴住居跡３基，土坑１基を多量の遺物と共に検出した。ま
た，包含層より絵画土器，鉄剣も出土した。
１　遺構
　１号竪穴住居跡から順に３号竪穴住居跡・１号土坑と掲載していくが，遺構内出土遺物と包含層
内の出土遺物が接合し，遺構内出土遺物に偏り多く接合しているといいがたい面があり，住居跡の
上部を欠損していることから本来はまだ住居跡埋土内部には多くの遺物があったことが推測される
ため，１片でも遺構内出土遺物が接合したものについて，縮尺を大きくし，遺構内出土遺物ひとま
とまりとしてここには掲載する。各遺物の下に（遺構内遺物破片数／接合破片総数）と記しておく。
各遺物個々の詳細については，２遺物で記すことにする。ここでも接合資料のうち遺構内出土遺物
を含むものについては（遺構内遺物破片数／接合破片総数）と遺構名を記しておく。
　�　竪穴住居跡
　　１号竪穴住居跡（第１３図）
　　　Ｈ－１８区に床面のみを検出した。土坑などの堀り込みが分からず，土器が集中して出土する
箇所が見られたため，初め土器集中箇所として取り扱っていた。しかし，貼り床，柱穴は見ら
れないものの土器が集中して出土する箇所のすぐ脇に焼土を検出し，焼土の検出されたレベル
を住居跡の床面と考えると，多くの土器が床面直上もしくは床面から少し浮いた状態での出土
と考えられるような状況であることから住居跡とした。また，２号住居・３号住居との距離や
位置関係・形状もその傍証とした。

　　　土器の集中して出土した範囲は，焼土を含め約１．５ｍ×１．５ｍである。焼土の範囲は，底辺
０．４ｍ×上辺０．３ｍ×高さ０．５ｍの台形状を呈し被熱により赤変したものと思われ赤褐色を呈す
る。床面は，Ⅲｂ層の途中まで掘り込んだところで作られ，２号竪穴住居跡・３号竪穴住居跡
のような住居内の土坑は見られなかった。

　　１号竪穴住居跡出土遺物（第１３図）
　　　先述したが，出土した土器は全て床面直上もしくは少し浮いた状態での出土と判断した。
　　　器種は，甕形土器・壷形土器のみである。甕形土器Ⅰ類（３１・４２）とⅡ類（４７・６１）が共に
出土している。また，壷形土器も壷形土器Ⅰ類（９９）とⅡ類（１０３）が共に出土し，山下堀頭
遺跡で１個体の上半部分だけが出土した二重口縁壷（１０６）も出土している。また，３１・１０６は
２号住居跡からも接合資料の一部が出土し，周囲の包含層出土の遺物とも接合している。１号
住居跡は，ほぼ床面直上からのみの検出であるため，本来はまだ多くの遺物が住居跡埋土内に
はあったものと思われる。１３８は鉢形土器である。

　　　遺跡全体として高坏など小型の土器類の出土が少ないが１号住居跡からは全く出土しなっ
かった。
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第１３図　１号竪穴住居跡・出土遺物（1/ 6）
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第１４図　２号竪穴住居跡出土遺物
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第１５図　２号竪穴住居跡遺物出土状況図
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第１６図　２号竪穴住居跡
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　　２号竪穴住居跡（第１６図）
　　　２号竪穴住居跡は，はじめ住居内の土坑のみを精査により確認し，「２号土坑」として取り
扱っていたが調査の過程でこの「２号土坑」としたものの周囲が検出面と若干色調が異なるこ
とに気付き，色調の異なっている部分の掘り下げを行った。その結果，方形に掘り下がり，焼
土跡・柱穴を検出するに至った。そのため「２号土坑」を２号竪穴住居跡とした。

　　　Ｇ－１７区で検出した。約６．８ｍ×約７ｍで東側のｐｉｔ（柱穴）９付近が少し張り出した方形を
呈する。南側壁中央から内側に直交して長軸４ｍ×短軸２．４ｍ，床面よりの深さ０．４ｍの楕円形
の土坑を持ち，この土坑の長軸を通る線が北東を向く。柱穴は，合計１４本検出された。四隅と
住居内の土坑の長軸方向の２辺の中央より南側の壁際と土坑の反対側の中央壁際にそれぞれ１
つずつ，土坑の北側・住居の中央となる箇所に６つある。９，（１・５），（２・６），１３がほ
ぼ直線状に並び，中心から南側にずれた位置にあり，（１・５），（２・６），４，（３・７）は
ほぼ正方形に並び住居の中心にある。また，柱穴１，２，３，６は底面に堅く締まり突き固め
られたような土が見られた。この正方形に並んだ柱穴と柱穴１３との中心からやや北側にずれた
位置に焼土跡が見られる。焼土跡は，直径０．８ｍの略円形で被熱により中心部の直径０．６ｍが赤
褐色を呈し，その周辺が茶褐色を呈している。床面は，Ⅳ層まで掘り込んだところで作られ，
貼り床は見られない。

　　２号竪穴住居跡出土遺物（第１４・１５図）
　　　器種は，甕形土器・壷形土器・鉢形土器・坩形土器がある。２号住居跡のみが多くの遺物が
接合し，絵画土器なども出土した。

　　甕形土器
　　　甕形土器Ⅰ類（３１・３２・３８・３９）・Ⅱ類（５１・５２・５９・５４・６４・６５）共に出土している。Ⅰ
類は，突帯を持たないものであり，Ⅱ類は断面三角形の突帯が１条口縁部のくびれ部分に巡ら
されているものもある。５１以外は底部を欠いている。底部は８７・７２・８５・８１が出土したのみで
ある。口縁部形態をみると差が大きく複数の時期のものが含まれている。

　　壷形土器
　　　９２・９７が壷形土器Ⅰ類であり，完全な形を推定復元できた。他はⅠ類の口縁部１個，Ⅱ類
（１０４）と分類できない頸部胴部が出土している。また底部（１２０・１２４）も出土したが，口縁
部数よりは少ない。１０６は二重口縁壷で，１号住居跡からも出土している。１３６は，絵画土器で
ある。第３２図に出土状況の詳細を記載したが，２号住居跡埋土内にあった遺物が流れ出たかの
ような接合の仕方をしている。これとは逆に１０４は多くの破片が接合し，２号住居跡・３号住
居跡からも数片ずつ接合しているなかほとんどが住居外の遺物であり，なおＨ・I－１１・１２区か
らの出土遺物とも接合している。このことからすれば住居外からの流れ込みの可能性が強い。
１３７は住居内からの出土遺物だけで完全品に接合した。その他の遺構の状況も合わせみると，
１号土坑・１号竪穴住居跡・２号竪穴住居跡・３号竪穴住居跡からの出土土器の接合関係から
は，住居の廃棄時に住居内にあった遺物と住居がまだ完全に埋まりきらないうちに窪みに廃棄
された遺物が流れ出ている可能性と周辺に廃棄された遺物が住居が埋まる過程で流れ込んでい
る可能性の両方が推測される。 
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　　３号竪穴住居跡（第１７図）
　　　Ｆ－１７区で検出した。２号竪穴住居跡同様住居内に土坑を持ち，東側コーナーに段を持った
方形を呈する。南側を少し欠損しているが，住居内の土坑が完全に残存していることから約４
ｍ×４．５ｍの大きさが推測できる。南側壁中央から内側に直交してある楕円形の土坑は２．９ｍ×
１．５ｍ，床面よりの深さ０．４ｍを測る。この土坑の長軸を通る線が北東を向く。柱穴は，合計８
本検出された。東側には３本の柱穴が並び，うち２本の柱穴は一段下がった部分の壁際にある。

　
　

　
　

　 　
　 　

　
　

　
　

　 　
　 　

第１７図　３号竪穴住居跡・出土遺物（1/ 6）
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また，住居内の土坑の壁際にも２本の柱穴があり，東側の柱穴と直線に並ぶ。３号竪穴住居が
作られた箇所はⅢ層下がすぐシラスであり，このシラスまで掘り込まれていた。貼り床，焼土
跡は検出されなかった。

　　　３号竪穴住居跡も２号竪穴住居跡同様住居内の土坑のみを「３号土坑」として取り扱ってい
たが，２号竪穴住居の例をふまえ「３号土坑」周囲の調査を行った。その結果，土坑周辺に若
干色調の異なる土が広がり，掘り下げを行うと方形になった。焼土跡などは検出できなかった
が，柱穴が検出されたこと，２号竪穴住居跡との形状が似ていることから住居跡とした。

　　３号竪穴住居跡出土遺物（第１８図）
　　　３号竪穴住居跡からは，２号竪穴住居跡からも出土した１０４と３号竪穴住居跡出土遺物と周

辺の遺物が接合したが，これ以外は小片のみで図化できるものはなかった。
　　１号土坑
　　　Ｈ－１７区に検出した。長軸２ｍ×短軸１ｍの楕円形を呈する。中央に径約０．４ｍ×深さ約
０．２５ｍのｐｉｔを持つ。土坑の性格は不明だが，貯蔵穴や簡単なかけ小屋の柱穴などが考えられる。

　　１号土坑出土遺物
　　　壷形土器Ⅱ類（９７）と壷形土器の底部（１２６）が出土した。９７は２号住居跡からも出土して

いる。他は小片で図化できなかった。

２　遺物
　１遺構で述べたように３軒の竪穴住居跡と１つの土坑と共に甕形土器・壷形土器・鉢形土器・高
坏形土器・ジョッキ形土器・蓋形土器・坩形土器・鉄剣など多くの遺物が出土した。先述したが，
遺構は出土層上部を欠いているため，本来は遺構内出土遺物と分けて記載すべきであるが，接合破

第１８図　１号土坑・出土遺物
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片数のほとんどが遺構内出土のものであるもの，全く遺構内出土遺物が接合しないもの，少量の遺
構内出土遺物と包含層出土遺物が接合しているものなど様々であるため，１片でも遺構内出土遺物
が接合したものについて，縮尺を大きくし，遺構内出土遺物ひとまとまりとして掲載し，各遺物の
下に（遺構名：遺構内遺物破片点数／接合破片総数）と記しておく。　
　�　土器
　　甕形土器
　　　出土遺物のうち最も数量の多かったのが甕形土器である。口縁部形態により大きく２類に分
類した。口縁部断面が「く」の字状を呈し，胴部がすぼまり口縁部が立ち上がるくびれを持つ
ところがシャープで外面・内面に明瞭な稜線を持ち，口縁がくびれ部から直線的にのびるもの
をⅠ類とした。（第２０・２１図３１～４３）。Ⅱ類は口縁部断面が「Ｓ」字状を呈し，口縁部は緩や
かに外反して立ち上がり，胴部がすぼまり口縁部が立ち上がる箇所のくびれがシャープでなく，
明瞭な稜線は持たない曲線的なものをⅡ類とした。なお，内面の調整によりくびれ部の内面に
稜線がみられても断面形状を優先し，Ⅱ類に含めた。（第２２～２４図４４～６５）また，ススの付着
部分に網をかけて表現する。

　　甕形土器Ⅰ類（第２０・２１図　３１～４３）
　　　３１は，底部のみを欠く完全復元品である。口径２８．０�・胴部径２６．４�を測る。外面は胴部下
半がケズリ，それ以外がハケとナデにより調整されている。口縁端部はくぼませている。

　　　３２は胴部下半からを欠き復元口径２６．９�・胴部径２８．０�を測り，胴部で最大径となる。外面
は斜位のハケ目調整が施され，口縁端部のみをナデ調整する。内面は，口縁部付近を横位のハ
ケ目調整・胴部をケズリに近いナデ調整を施している。くびれ部外面は連続して指頭押圧が施
されている。

　　　３３は復元可能であったが器形全体に歪みが多くあえて復元しなかった。掲載した破片の他に

第１９図　甕形土器分類概念図
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も同一個体と思われる破片が少量ある。胴部下半にケズリの痕跡があり，口縁部は下から上へ
掻き上げられている。その他は斜位のハケ目調整である。

　　　３８は底部を欠く複元品である。胴部で最大径となり，口径２３．１�，胴部径２４．５�を測る。内
面外面共に丁寧なナデ調整により仕上げられている。

　　　３４～３７，４２，４３は，Ⅰ類の破片資料である。共に口縁部外面は掻き上げのハケ目調整が施さ
れ，内面はハケ目・ナデ調整により仕上げられている。４０～４２も同様であるが，くびれ部に横
位のナデが施され特徴的である。底部のあるものは少なかったが，中空の脚以外の底部がない
ためⅠ類の底部も中空の脚である。突帯を持つものはなかった。

　　甕形土器Ⅱ類（第２２～２４図　４４～６５）
　　　４４は，底部から口縁部まで復元できた。全体に歪みが多く，口径２０．４�，胴部径２１．２�を測
り，胴部で最大径となる。口縁部下から胴部下半までにケズリが施される。胴部下半から底部
までは縦位のハケ目調整である。内面はハケ目調整が施されそこには指頭がみられる。

　　　４７は口径２８．３�を測り，口縁部付近は掻き上げのハケ目口縁部内面は横位のハケ目を施す。
　　　５１は，底部から口縁部まで復元できた。くびれ部に１条の断面三角突帯が巡らされる。外面
はナデ調整であり，内面はハケ目とナデによる調整が施される。また，くびれ部内面には，連
続した指頭押圧が施される。

　　　５３は，底部を欠いている。口径が最大径となり口径２４．０�，胴部径２２．８�を測る。口縁部は
掻き上げられ，斜位のハケ目調整内面は口縁部が横位その他はナデ調整である。また口縁部下
に籾圧痕がみられる。

　　　５８は，口径２４．９�，胴部径２４．０�を測る。口縁部径と胴部径がほぼ同じである。内外面共に
丁寧なナデ調整が施される。

　　　５９は胴部下半からを欠く，口径と胴部径がほぼ同じであり，それぞれ３５．１�，３４．８�を測る。
くびれ部に１条の断面三角突帯が巡らされる。口縁部は掻き上げの斜位のハケ目調整が施され，
内面は斜位と横位のハケ目調整が施されている。
　６１と６２は，よく似ている。同一個体の可能性もあるが，くびれ部内面の連続した指頭押圧の
有無が少し異なっている。６１は口径２６．２�，胴部径２６．０�を測り，外面がハケ目とナデ，内面
がハケ目調整後丁寧なナデ調整を施している。
　６３も底部付近を欠いている。口径２３．９�，胴部径２４．８�とほぼ同じである。くびれ部に１条
の三角突帯を巡らし，ハケ目原体による斜位の刻みを施している。外面調整は口縁部付近が掻
き上げのハケ目，突帯下から斜位のハケ目，ケズリを施す。
　６５も胴部下半を欠く。底部から緩やかに内弯しながら直線的に立ち上がる。Ⅲ類としてもよ
かったがこれ１点のためⅡ類に含めた。口縁部下に横位のナデを１条巡らしている。
　６６～７８は胴部下半である。６６～７１は脚の付くくびれ部からはずれている。７２～７８は脚がはず
れている。７９・８０・８３・８５・８６は，脚部のみである。胴部につく箇所は粘土の継ぎ目からはず
れている。８１・８２・８６～９１はくびれ部分と脚がしっかり残っている。
　これらは制作時の粘土の付きの悪さを反映していることがうかがえる。また，これら底部の
残在状況等から類推すると小さな円盤を作りそこから胴部を積み上げていった技法と甑のよう
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第２０図　甕形土器Ⅰ類
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第２１図　甕形土器Ⅰ類
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第２２図　甕形土器Ⅱ類
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第２３図　甕形土器Ⅱ類
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第２４図　甕形土器Ⅱ類・甕形土器胴部
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第２５図　甕形土器底部



－４２－

　　な状態を作り底に粘土を詰めた技法の２つが推測でき，その後脚を付けたことと脚を付けると
きに胴部の空洞を埋めたことがうかがえる。これは高坏の作り方も同じである。

　　　胴部の器面調整をみると先ずケズリを行い器壁を薄くし，次いでハケ目，この後突帯を付す
ものは付し，ナデ調整で仕上げているようである。胴部は，ハケ目調整を下向きで行うものが
多い。ケズリのみられるものはハケ目調整を行わなかったため上部からケズリの痕跡が残って
いるものと思われる。外面のススの付着とこれを比べると，ススが付着したものは少ないが，
胴部の上半のみしかみられず胴部下半のみの破片資料に皆無であることから胴部中位を特に薄
く作り上げているものがあることと合うようである。口縁部の外面調整は掻き上げのハケ目調
整とナデ調整が共通している。これに対し，底部付近と底部は縦位のハケ目調整がよく残り，
底部と胴部のくびれまでと底部とに分けてハケ目が施される。

　　　次いで突帯をみてみると，Ⅰ類には突帯を付すものは見られず，Ⅱ類についてもわずかであ
る。更に刻みを施すものは，６３の１個体のみであり，これは胎土・色調が他の個体と異なって
いる。壷形土器はこれと異なり，突帯を付すものが多く，ハケ目原体による刻みが施される。

　　壷形土器
　　　甕形土器に次いで出土量が多かった。口縁部形態から２類に分類した。口縁部が外反して立
ち上がり，長く，口縁端部を平坦におさめるものをⅠ類とし（第２７・２８図９２～１０２），口縁部が
直線的に立ち上がり，口縁端部を丸くおさめるものをⅡ類とした（第２９図１０３～１０５）。数量的
にはⅠ類の方が多い。また二重口縁壷・小形壷がそれぞれ１点ずつ出土したが特に分類はおこ
なわなかった。また出土した口縁部数量よりも底部の数量の方が多い。

　　壷形土器Ⅰ類（第２７・２８図　９２～１０２）
　　　９２は口径１３．７�，胴部径２２．８�を測る。完全な形を復元できた。丸底で胴部中心で最大径と
なる。外面はハケ目調整が施され，口縁部は縦位の上方向のハケ目が施される。内面は胴部が
縦位のハケ目，頸部が横位・縦位のハケナデ口縁部が横位のハケ目とナデが施される。

第２６図　壷形土器分類概念図
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　　　９３は口縁部である。強く外反し，口唇部をやや肥厚させ口唇端部をくぼませている。調整は
ナデ調整である。

　　　９４は口縁部から肩部である。口径１４．３�を測る。外面は口縁部が口唇直下を斜位のハケ目，
頸部から口縁部中位までを縦位のハケ目肩部を縦位のハケ目を施す。内面は口縁部が斜位のハ
ケ目，肩部には指頭の痕跡が残る。

　　　９５・９６は口縁部である。口縁部が縦位のハケ目，内面を横位斜位のハケ目を施している。
　　　９７は完全な形を復元できた。口径１４．５�，胴部径２５．２�，器高３８．８�を測る。径の小さい平
底である。胴部中位よりやや上で最大径となり，長胴である。外面は縦位のハケ目，内面が縦
位・横位のハケ目とナデ調整が施される。底は指頭圧により調整されている。

　　　９８は胴部中位より上半である。口径１４．０�を測り，胴部で最大径となるところに１条の刻目
突帯を巡らしている。外面は口縁部が縦位のハケ目，頸部から胴部が横位のハケ目である。内
面は斜位のハケ目とナデ・指頭圧により調整される。

　　　９９は完全な形に復元できた。胴部中位よりやや上位で最大径となりそこに１条の刻目突帯を
巡らす。口径１１．１�，胴部径２３．２�を測る。外面は口縁部が縦位のハケ目，胴部下半にケズリ，
底部付近にハケ目を施している。内面は口縁部が横のハケ目胴部が斜位・横位のハケ目を施し，
底に指頭圧である。

　　　１００は口縁部である。口径１４．９�を測り，外面が縦位のハケ目，内面がナデ・指頭圧により
調整される。

　　　１０１は口縁部から頸部である。口径１７．７�を測る。外面は口縁部が縦位，頸部が斜位のハケ
目を施す。内面は横位のハケ目を施し，指頭圧がみられる。

　　　１０２は口縁部から胴部である。口径１２．８�，胴部径２３．４�を測る。外面を縦位のハケ目，内
面の口縁部が横位のハケ目を施す。

　　壷形土器Ⅱ類（第２９図　１０３～１０５）
　　　１０３は口縁部から胴部である。口径１２．７�，胴部径２８．２�を測る。調整は内外面共に丁寧な
ナデである。

　　　１０４も口縁部から胴部である。口径１０．８�，胴部径２４．０�を測る。胴部最大径となる位置に
１条の刻目突帯を施す。胴部外面にはケズリがみられる。内面は口縁部がナデ調整，頸部が指
頭による調整，胴部が横位のハケ目調整が施される。

　　　１０５も口縁部から胴部である。口径１１．１�を測る。他の土器と胎土焼成が明らかに異なって
いる。器面は剥落が激しく調整の跡は内面にハケ・ナデの痕跡が一部に残るのみである。

　　その他の壷形土器（第２９図　１０６・１０７）
　　　１０６は二重口縁壷である。口径１４．５�を測る。口縁部から頸部は短く，頸部に１条の刻目突
帯が施される。内外面共に丁寧にナデ上げられ内面の一部に指頭圧がみられる。刻目突帯のつ
く位置が他の壷形土器と異なっている。

　　　１０７は小型の壷形土器である。口径６．５�を測り，短い頸部が外反し器面全体を粗いナデ調整
で調整されている。底部は欠損しているが，丸底が推測される。
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第２７図　壷形土器Ⅰ類
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第２８図　壷形土器Ⅰ類
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第２９図　壷形土器Ⅱ類・その他の壷形土器
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第３０図　壷形土器　肩部・胴部
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第３１図　壷形土器　胴部・底部
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　　壷形土器胴部・底部（第３１図　１１６～１３５）
　　　１０８～１２１は胴部である。突帯の付くものは胴部最大径となる位置に刻目突帯が１条巡らされ
る。胴部下半までを縦位のハケ目を施し，内面は横・斜位のハケ目とナデ調整が施される。
１１０・１１４は甕形土器同様胴部下半にケズリがみられる。１１６・１１７・１１８は３条の断面三角突帯
が巡らされている。各々が密に施され，ナデ調整されている。

　　　１２２～１３５は底部である。１２２～１２６までが尖底気味の丸底，１２７～１３０までが平底，１３１・１３２は
底部が窪みを持つ平底であり，１３５は丸底である。１２３・１２８はケズリがみられる。他は外面を
縦位のハケ目調整が施され，内面にハケ目・ナデの調整が施される。

　　　１２０・１３３・１３４などは粘土の継ぎ目が観察でき，このことから小さな円盤を作りそこから胴
部を積み上げていったことが推測できる。

　　　また，外面の調整も９９・１０４・１１０・１１４・１２３・１２８には胴部下半にケズリがみられ，これは
甕形土器と同じである。おそらくは，壷形土器の底部から胴部の調整手順も甕形土器と変わら
なかったものと思われる。

　　絵画土器（第３２図　１３６）
　　　１３６は線刻により絵画が描かれた壷形土器である。丸平底を呈し，大きく開くが高さ８�ま

でしか残っていない。内外面とも１�あたり１０本の単位をもつハケ目により器面調整され，他
の壷形土器と比べ特別丁寧なつくりをしているということはない。胎土も３�大の岩片や火山
ガラスを含み，薩摩半島でみられる土器と大差はない。接合資料の半数以上が２号竪穴住居跡
から出土したことから，他の遺物と同じ弥生時代後期後半～終末の時期のものと考えられる。

　　　底部付近に１０数本の線刻がなされ，一部が交わっていることから何かを表現しようとしてい
ることがうかがえる。底部中央には幅３�の直線的な沈線が施され，残存しているものから
「＋」字形に施されたものである可能性が推測できるが，この底部中央の沈線は線刻図案とは
関係のないものと考えられる。線刻は線のつながり具合から，少なくとも３つの素材が描かれ
ている。底面から延びた２本の線は，左に弯曲しながら上部で交わり１本となる。右上の線刻
は，下部で交わり左側の線は左に弯曲するが，右側の線は欠損し不明である。左側にある素材
が最も多くの線で描かれており，これも一方が交わって片方が開くような描き方をしている。
これらを考えると写実的な表現ではないが，これまで南九州で出土している事例から，「龍」
を描いたのではないかと考えられる。

　　　国立歴史博物館の春成秀爾氏によると，佐賀県唐津市桜馬場遺跡出土の方格規矩四神鏡に描
かれた龍はＳ字状の体に４本の足，長い尾，顔の部分が写実的に描かれているが，春成氏は，
一部の足が鰭状になっていることを見いだして，大阪府池上遺跡例が中国鏡の絵画から転写し
た初期のものであると推察している。まもなく龍は本来の姿から大きく崩れて，大阪府恩知遺
跡のようにＳ字形の体に鰭状の突起を付けただけの図像になったと指摘した。さらに，これま
で「飛鳥」として定着していた宮崎県下那珂遺跡出土の絵画も龍であると言及している。原始
絵画を直感的に見るのではなく，多くの絵画土器を実見し系統を追求し続けた末の結論であり，
説得力がある。更に，龍の図像が記号化したものが鰭状や巴形，あるいは弦を下にした弧線で
あると導き出している。春成氏の研究を基に鹿児島県下の出土例をみると，金峰町諏訪前遺跡
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出土の「龍」がある程度具象的な部分を残しているのに対し，金峰町松木園遺跡，鹿児島大学
構内遺跡，松元町山下堀頭遺跡の例は鰭状の線刻を一部に取り込んでいるものであるといえる。

　　　全国の弥生時代における原始絵画を見てみると，畿内地域から北部九州にかけて弥生土器に
描かれる原始絵画は，「鹿」・「建物」・「鳥」などを題材としたものが多く，盛行する時期は弥生
時代中期後半のⅣ期である。春成氏によると，後期のⅤ期になるとそれらの題材は記号化され
るようになり，「龍」だけが新たに具象化して加わるという。一方，熊本・宮崎・鹿児島の南
九州における絵画土器は宮崎県を主体に約４０遺跡１８０例ほどあるが，Ⅳ期の出土例が全くなく，
「鹿」や「建物」等を題材にしたものも見られない。南九州で絵画土器が見られるようになる
のはⅤ期になってからであり，弥生時代後期後半～終末にかけて最も盛行する。しかも，題材
としてはっきりと分かっているのは「龍」のみである。このことから，山下堀頭遺跡出土例も
その中の一つであると考える。

　《参考文献》
　　　春成秀爾　「絵画から記号へ―弥生時代における農耕儀礼の盛衰―」『国立歴史民俗博物館研究報告』第３５集　１９９１

第３２図　絵画土器
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　　鉢形土器（第３３図）
　　　１３７～１４４は鉢形土器である。形態的には３種認められるが，それぞれ１個体ずつの出土であ
るため特に分類は行わない。

　　　１３７は完全品である。充実した底部から少し内弯して立ち上がり，口唇端部がくぼみを持つ。
　　口径は１４．０�を測り，底径は４．０�を測る。器高は９．３�である。外面内面共に丁寧なナデ調整
が施される。２号住居跡からの出土である。

　　　１３８は甕形土器Ⅱ類とあまり形の変わらないものと推測される。外面が縦位・斜位のハケ目
調整が施され，内面が斜位のハケ目とヘラミガキが施される。胴部径は１９．２�である。また，
１４４が１３８の底部である可能性がある。

　　　１３９は 形の形状をしているが脚がつくものと思われる。胎土・色調・焼成の似た脚部は１４０
であり住居跡から出土している。１４１・１４２も同様な形状の鉢形土器の口縁部である。１４３は１４２
と形状の似た脚部である。

　　蓋形土器（第３３図）
　　　１４５のみである。高坏形土器の坏部と大差がないようであるが外面のケズリが甕形土器の作
りと同じであり，高坏形土器が外面内面共に丁寧にハケ目・ナデ調整を施すことから蓋形土器
とした。

　　ジョッキ形土器（第３３図）
　　　１４６のみである。口径など復元できなかったが，器面全体が丁寧にナデ上げられ，胎土も色

調も他の土器と異なっている。また，器厚は非常に薄く２�程度しかない。南九州でジョッキ
形土器の出土は少なく，その上薩摩半島西側に集中している。これも二重口縁壷・絵画土器と
共に山下堀頭遺跡の中で特異な土器である。

　　坩形土器（第３３図）
　　　１４７は坩形土器である。胎土がよく精製され，また他の土器と異なっている。赤色顔料を塗

布しヘラミガキがなされている。走査型電子顕微鏡で顔料の分析を行ったがベンガラにみられ
るような鉄（Ｆｅ）のピークはみられなかった。これも他の土器とは異質であり二重口縁壷・
絵画土器・ジョッキ形土器と共に山下堀頭遺跡の中で特異な土器である。

　　高坏形土器（第３３図）
　　　１４９～１５７は高坏形土器である。１４９は，口縁部が強く屈曲して立ち上がる。口径２３．２�を測
る。１５０はその同一個体と思われる。内面外面共に丁寧なハケ目調整が施される。

　　　１５１は口径２９．０�を測る。１４９よりも外に開くようにして口縁部が立ち上がる。内面はヘラナ
デが施される。

　　　１５２は口径３０．７�を測る。１５３が同一個体と思われる。坏部下半の作りが甕形土器同様の作り
をしている。おそらくは脚の成形時もしくは成形後に粘土塊をはめたものと思われる。外面は
丁寧にナデられ，内面には黒色の暗文が施される。

　　　１５４は口径２９．０�を測る。外面は丁寧にナデられ，内面はハケ目調整が施される。
　　　１５５・１５６・１５７は脚部である。３点それぞれに形状が異なる。
　　その他（第３３図）
　　　１４８は，器種不明である。胎土は精製されたものに近く，色調も淡黄褐色を呈し，異質である。
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第３３図　その他の土器
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　�　鉄器
　　鉄剣
　　　包含層中よりいくつかの鉄片が検出

されたが，明らかに製品と分かるもの
は鉄剣２点だけであった。１５８は剣先
である。長さ４．５�，幅２．１�，厚さ４
�を測る。１５９は長さ１２．５�，幅２．９�，
厚さ５�を測る。剣身である。腐食が
進んでいるが全体の形状は維持してい
る。いずれも包含層中の出土遺物であ
るため帰属時期の確証はないが，出土
地点・層や弥生時代終末期から古墳時
代前期の遺物が出土遺物の大半を占め
ることから古墳時代前期のものと考え
る。

　　　鹿児島県内では，弥生時代の鉄製品
の出土は１０例にみたず，古墳時代の例
も墳墓を中心に武器類が出土している
が他県と比べるとかなり少ない。その
ような状況のなかで，現在あまり古墳
時代の集落の発見されていない松元町
から鉄剣の発見されたことは重要であ
る。

第５表　弥生時代・古墳時代土器観察表

第３４図　鉄剣

備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

口径２８.０�
胴部径２６.４�丁寧なナデケズリ・ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○口縁部か

ら胴部Ⅰ甕

２３Ⅲ

３１ １１住

１６２住

口径２６.９�
胴部径２８.０�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部か

ら胴部Ⅰ甕
１１Ⅲ

３２
１２住

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好明赤褐色灰褐色○○○口縁部か
ら胴部Ⅰ甕６Ⅲ３３

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅰ甕１Ⅲ３４

ススナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○口縁部Ⅰ甕７Ⅲ３５

ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○口縁部Ⅰ甕１Ⅲ３６
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備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○口縁部Ⅰ甕３Ⅲ３７

口径２３.１�
胴部径２４.５�ナデナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○口縁部か

ら胴部Ⅰ甕
２Ⅲ

３８
１６２住

ナデケズリ・ナデ良好明赤褐色灰褐色○○○○○口縁部Ⅰ甕
２７Ⅲ

３９
１２住

口径２１.９�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅰ甕２Ⅲ４０

口径２１.４�
胴部径２５.５�ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部Ⅰ甕２４Ⅲ４１

胴部径２３.６�ハケ・ナデハケ良好赤褐色赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕２１住４２

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部Ⅰ甕２Ⅲ４３

口径２０.４�
胴部径２１.２�
底径１０.４�

ハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○○完形復元Ⅱ甕１７Ⅲ４４

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明茶褐色明茶褐色○○○○○口縁部Ⅱ甕１９Ⅲ４５

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅱ甕５Ⅲ４６

口径２８.３�
胴部径２７.４�ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○○口縁部Ⅱ甕

１Ⅲ
４７

３１住

ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○○○口縁部Ⅱ甕１Ⅲ４８

ナデ・指頭ケズリ・ハケ・ナデ良好暗赤褐色暗赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕１Ⅲ４９

ナデナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部Ⅱ甕１Ⅲ５０

口径２８.９�
胴部径２７.９�
底径１０.６�

ナデ・ハケ・指頭ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○完形復元Ⅱ甕
１２Ⅲ

５１
１２２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕
５Ⅲ

５２
１２住

籾口径２４.０�
胴部径２２.８�ハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好赤褐色暗赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕２４Ⅲ５３

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕
２Ⅲ

５４
２２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅱ甕２Ⅲ５５

ナデナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○口縁部Ⅱ甕２Ⅲ５６

ススハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好赤褐色黄褐色○○○○口縁部Ⅱ甕１Ⅲ５７

スス口径２４.９�
胴部径２４.０�ハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部か

ら胴部Ⅱ甕６Ⅲ５８

口径３５.１�
胴部径３４.８�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部か

ら胴部Ⅱ甕
１６Ⅲ

５９
１２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明褐色暗褐色○○○口縁部Ⅱ甕１Ⅲ６０

口径２６.２�
胴部径２６.０�ナデ・指頭ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○口縁部Ⅱ甕

３Ⅲ
６１

１１住



－５５－

備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○口縁部か
ら胴部Ⅱ甕３Ⅲ６２

スス口径２３.９�
胴部径２４.８�ハケ後丁寧なナデケズリ・ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅱ甕２０Ⅲ６３

ススハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○口縁部Ⅱ甕２２住６４

口径３０.３�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色黒褐色○○○○口縁部か
ら胴部Ⅱ甕

３５Ⅲ
６５

４２住

ハケ・ナデハケ良好赤褐色赤褐色○○○○胴部甕２４Ⅲ６６

ナデナデ良好黄褐色明赤褐色○○○○胴部甕４Ⅲ６７

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○○胴部甕２Ⅲ６８

ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○○胴部甕２Ⅲ６９

ハケケズリ後ハケ良好灰褐色黄褐色○○○○胴部甕
２Ⅲ

７０
４１住

ナデ・指頭ナデ良好暗赤褐色暗黄褐色○○○○胴部甕３Ⅲ７１

ナデ・指頭ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○胴部甕
４Ⅲ

７２
４２住

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ・指頭良好黄褐色黄褐色○○○○底部甕１Ⅲ７３

ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○○底部甕３Ⅲ７４

ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部甕３Ⅲ７５

ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○○底部甕１Ⅲ７６

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○底部甕３Ⅲ７７

ハケ・ナデハケ・ナデ良好灰褐色明赤褐色○○○底部甕１Ⅲ７８

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○底部甕１Ⅲ７９

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○底部甕２Ⅲ８０

底径１０.４�ナデ・指頭ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○底部甕
１Ⅲ

８１
６２住

底径１２.０�ハケ・ナデハケ・ナデ良好明黄褐色明黄褐色○○○○○底部甕
１Ⅲ

８２
２３住

底径８.５�ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部甕２Ⅲ８３

ススハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○底部甕１Ⅲ８４

底径９.７�ハケ・ナデハケ・ナデ・ケズリ
指頭良好赤褐色明赤褐色○○○○底部甕１２住８５

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明黄褐色明黄褐色○○○○○底部甕１Ⅲ８６



－５６－

備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○底部甕１２住８７

ナデ・指頭ハケ・ナデ良好明灰黄
褐色

明灰黄
褐色○○○底部甕４Ⅲ８８

底径７.９�ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好明黄褐色明赤褐色○○○○○○底部甕３Ⅲ８９

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明黄褐色明黄褐色○○○○○○底部甕１Ⅲ９０

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○○底部甕３Ⅲ９１

口径１３.７�
胴部径２２.８�
器高３５.５�

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○完全
復元品Ⅰ壷

２０Ⅲ
９２

１０２住

口径１６.９�ナデナデ良好明燈色明燈色○○○○口縁部Ⅰ壷２Ⅲ９３

口径１４.３�ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部
・頸部Ⅰ壷

３Ⅲ
９４

３１住

口径１２.４�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部Ⅰ壷３Ⅲ９５

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明黒褐色明黒褐色○○○○○口縁部Ⅰ壷５２住９６

口径１４.５�
胴部径２５.２�
器高３８.８�

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明褐色明褐色○○○口縁部Ⅰ壷

７９Ⅲ

９７ ２２住

１１土
坑

口径１４.０�
胴部径２９.８�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○口縁部Ⅰ壷

４７Ⅲ
９８

１２住

口径１１.１�
胴部径２３.２�
器高３５.７�

ハケ・ナデハケ・ナデ・ケズリ良好灰褐色赤褐色○○○口縁部Ⅰ壷
２２Ⅲ

９９
１４１住

口径１４.９�ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○口縁部Ⅰ壷２Ⅲ１００

口径１７.７�ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○○○口縁部Ⅰ壷１３Ⅲ１０１

口径１２.８�
胴部径２３.４�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○口縁部Ⅰ壷１１Ⅲ１０２

口径１２.７�
胴部径２８.２�ナデナデ良好明茶褐色明茶褐色○○○口縁部

・胴部Ⅱ壷
７Ⅲ

１０３
５１住

口径１０.８�
胴部径２４.０�ハケ・ナデ・指頭ケズリ・ハケ・ナデ良好明灰褐色明赤褐色○○○○○○口縁部

・胴部Ⅱ壷

５５Ⅲ

１０４ ３２住

２３住

口径１１.１�ハケ・ナデ・指頭不明・剥落激しい良好茶褐色茶褐色○○○○口縁部
・胴部Ⅱ壷２８Ⅲ１０５

口径１４.５�
胴部径１６.０�ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色◎○○○○口縁部壷

１７Ⅲ

１０６ ２１住

１２住

口径６.５�
胴部径１１.４�
器高１０�
（推定）

ナデ・指頭ハケ・ナデ・ケズリ良好黄褐色黄褐色○○○完全
復元品壷６Ⅲ１０７



－５７－

備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○○肩部壷８Ⅲ１０８

胴部径２２.８�ナデ・指頭ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○肩部
・胴部壷

２２Ⅲ
１０９

１２住

胴部径２７.４�ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○○○肩部
・胴部壷

５Ⅲ
１１０

７２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○肩部壷１Ⅲ１１１

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○肩部壷２Ⅲ１１２

胴部径２８.２�ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○肩部壷
３５Ⅲ

１１３
６２住

胴部径２６.４�ハケ・ナデハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○胴部壷
９Ⅲ

１１４
１２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○胴部壷２Ⅲ１１５

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○胴部壷１Ⅲ１１６

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○胴部壷１Ⅲ１１７

ハケ・ナデハケ・ナデ良好暗灰褐色暗灰褐色○○○胴部壷１Ⅲ１１８

スス胴部径２１.０�ハケ・ナデ・指頭ナデ良好赤褐色赤褐色○○○胴部壷
２Ⅲ

１１９
７２住

胴部径２２.５�ハケ・ナデ　ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○胴部から
底部壷

１１Ⅲ
１２０

４２住

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好灰褐色赤褐色○○○○胴部から
底部壷１８Ⅲ１２１

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷２Ⅲ１２２

ハケ・ナデ・指頭ケズリ・ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷２Ⅲ１２３

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷
１１Ⅲ

１２４
１２住

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷３Ⅲ１２５

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷
２Ⅲ

１２６
１１土

坑

ハケ・ナデハケ・ナデ良好明黄褐色明黄褐色○○○○底部壷
３Ⅲ

１２７
２１住

ハケ・ナデ・指頭ケズリ・ハケ・ナデ良好暗赤褐色赤褐色○○○底部壷６Ⅲ１２８

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷２Ⅲ１２９

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○○底部壷１Ⅲ１３０



－５８－

備考法量内面調整外面調整焼成内面色調外面色調
胎土

部位類器種
破
片
点
数

層番号 石　

粒

赤
色
粒

角
閃
石

輝　

石

長　

石

石　

英

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部壷１Ⅲ１３１

底径４.２�ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部壷２Ⅲ１３２

ハケ・ナデ・指頭ハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷５Ⅲ１３３

ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷２Ⅲ１３４

　ハケ・ヘラナデ・
ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○底部壷９Ⅲ１３５

絵画
土器ハケ・ナデハケ・ナデ良好赤褐色赤褐色○○○○底部壷

８Ⅲ
１３６

１２２住

口径１４.０�
底径４.０�
器高９.３�

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○完全品鉢３２住１３７

胴部径１９.２�　ハケ・ヘラナデ・
ナデハケ・ナデ良好茶褐色茶褐色○○○胴部鉢

９Ⅲ
１３８

１１住

口径１３.６�ハケ・ナデハケ・ナデ良好茶褐色茶褐色○○○口縁部か
ら胴部鉢１２Ⅲ１３９

底径８.２�ハケ・ナデハケ・ナデ良好茶褐色茶褐色○○○底部鉢
１Ⅲ

１４０
１２住

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○口縁部鉢１Ⅲ１４１

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○口縁部鉢１Ⅲ１４２

ハケ・ナデハケ・ナデ良好茶褐色茶褐色○○○底部鉢８
Ⅲ

１４３
２住

底径１０.５�ハケ・ナデハケ・ナデ良好明茶褐色明茶褐色○○○底部鉢１Ⅲ１４４

ハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好明赤褐色明赤褐色○○○○口縁部蓋２Ⅲ１４５

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○口縁部か
ら底部

ジョ
ッキ１３Ⅲ１４６

ナデ・指頭ヘラミガキ・ナデ良好赤色顔料赤色顔料○○○○口縁部坩
５Ⅲ

１４７
４２住

底径６.５�ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部１２住１４８

口径２３.２�ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○坏部高坏１０Ⅲ１４９

ハケ・ナデナデ良好黄褐色黄褐色○○○坏部高坏５Ⅲ１５０

口径２９.０�ハケ・ナデ・ミガキナデ良好茶褐色茶褐色○○○坏部高坏３Ⅲ１５１

暗文口径３０.７�ハケ・ナデ・ミガキナデ良好茶褐色茶褐色○○○坏部高坏５Ⅲ１５２

ハケ・ナデ・ミガキナデ良好茶褐色茶褐色○○○坏部高坏４Ⅲ１５３

口径２９.０�ハケ・ナデナデ良好明茶褐色明茶褐色○○○坏部高坏４Ⅲ１５４

ハケ・ナデケズリ・ハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部高坏４Ⅲ１５５

底径１１.０�ハケ・ナデハケ・ナデ良好燈色燈色○○○底部高坏６Ⅲ１５６

ハケ・ナデハケ・ナデ良好黄褐色黄褐色○○○底部高坏１Ⅲ１５７
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第５節　古代以降の調査
　古代以降の調査では，方形周溝墓１基が少量の遺物と共に検出された。また，方形周溝墓の周溝
埋土からは，軽石製石製品が出土した。
１　遺構
　�　方形周溝墓
　　方形周溝墓（第３７図）
　　　Ｆ－１５区より検出した。周溝の幅は約０．６ｍ～０．８ｍで，検出面よりの深さは約０．２ｍであった。
　　　周溝は外側にやや膨らみを持った方形を呈し，外周が約４ｍ×４．２ｍ，内周が約２．８ｍ×３ｍ

程度である。周溝の内側には長軸約１．４ｍ×短軸約０．８ｍの長楕円形の土坑が設けられているが，
周溝内側の中心より南側に少しずれている。周溝からの出土遺物は古墳時代のものが多く，周
溝埋土がⅢ層に類似するが，周溝と周溝内側の土坑埋土の上部がⅡ層に近く，これまでの検出
例など考慮し中世に位置づける。

　　　また，周溝の埋土からは，軽石製の石塔片が出土した。
　　方形周溝墓出土遺物（第３７図　１６０）
　　　方形周溝墓からの出土遺物は，主に周溝から出土した。先述したように古墳時代のものが多
かったが，小片であり図化できるものがなかった。また，周溝の埋土からは，軽石製の石塔片
が１片出土した。

　　軽石製石製品（第３７図　１６０）
　　　周溝埋土中より出土した。縦４．２�×横４．９�×高さ２．５�が残存している。明瞭な稜線を持

つ５面を観察でき，よく擦られている。底面にはノミの痕跡と思われる窪みが一か所ある。幅
０．５�×長さ１．２�を測り，１�程掘り込まれている。側面には反りとの稜線の箇所に細い沈線
が見られる。制作時に反りと側面の稜線が不揃いになることを避けるために入れた目印（設計
図）であろう。これらから①ノミを使い粗加工をする（角柱状か？）。②側面を整え印を付屋
根の反りを整える。③全体の形を整える。という製作工程がうかがえる。

　　溝状遺構１
　　　調査区中央にＬ字形に検出された。現在の土地の区画に沿うようであり土地の境界を示すも
のと思われる。茶栽培や低木などが畑の周囲を巡っていたためこれらの根が侵入してくるのを
防ぐために掘られたのであろう。

　　溝状遺構２
　　　幅１．２ｍ×長さ１６ｍ×深さ０．２ｍを測る。時期は不詳である。溝状遺構１に平行しそれに伴う

ものであるように見えるが，山下堀頭遺跡・近接のフミカキ遺跡周辺には古道が走っておりこ
れとの関連や，方形周溝墓へと向かっていることなどからこれらと関連する古道の一部の可能
性も考える必要がある。
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第３７図　方形周溝墓・出土遺物
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２　遺物
　　Ｈ－１７区を中心に土師器・須恵器などの遺物が少量出土した。土師器は，甕形土器を中心に ，
赤色土器が出土し，須恵器は甕と思われる破片が数点出土したのみである。赤色土器は２，３点
の出土である。その他青磁・染付・近世陶器などが出土した。
　�　土師器
　　甕形土器（第３８図１６１～１６５）
　　　１６１・１６２は，口縁部下の胴部が直立し，口縁部が緩やかに外反する器形である。内面は，口
縁部が外反するところで斜位のヘラケズリが施され，明瞭な稜線を持つ。口縁部が横ナデ，胴
部外面がハケ目調整によって調整される。１６３も胴部が直立し，口縁部が緩やかに外反する器
形であるが，胴部の内面・外面共にヘラケズリによって調整されている点が１６１・１６２と異なる。
内面は，口縁部が外反するところで斜位のヘラケズリが施され，明瞭な稜線を持つ。外面は，
口縁部下から縦位に上から下方向にヘラケズリが施されている。１６４は，底部から胴部が緩や
かに立ち上がり，口縁部が胴部と変わらない厚さで，「く」の字状を呈する器形である。内面
は屈曲部のやや下から縦位のヘラケズリが施されている。その他の部位の器面調整はナデ調整
である。１６５は，若干胴部が膨らむ器形が推測される。最大径は口縁部である。口縁部は強く
外反し，内面は屈曲部でヘラケズリが施されている。その他の器面調整は，ナデ調整である。

　　 形土器（第３９図１６６～１７６）
　　　１６６・１６７は，底部から直口する器形である。１６６は，復元口径１５．２�を測る。内外面共にロ

クロ成形がなされている。胎土もきめ細かい。１６７は，内外面共にロクロ成形がなされている。
胎土もきめ細かい。１６８は底部から若干外反しながら口縁部へ至る器形である。１６６・１６７が器
厚が整えられているのに対しいびつである。１６９・１７０は， 形土器の底部・底部付近である。
内面が他と異なり赤色を呈する。赤色の成分は電子顕微鏡の観察では特に顔料の塗布の可能性
を示す値は得られなかった（第４０図参照）。しかし，顔料以外の化粧土の塗布も考えられる。
近接するフミカキ遺跡でもごく少数であるが鉄分由来の顔料の塗られた 形土器が出土してお
り，山下堀頭遺跡の所在する松元町の数遺跡からも同様の 形土器や内面が黒色の 形土器の
出土が知られており，注意を要する。１７１は高台を有する 形土器の底部である。１７２～１７６は，
 形もしくは皿形土器の底部である。１７２は，底部に若干の張り出しを持ち内弯して立ち上が
る器形である。底径７．２�を測り，底部外面はヘラ状の工具で調整されている。１７５・１７６が糸
切り底，１７３・１７４がヘラ調整の底である。

　�　須恵器
　　　須恵器は，約１０点の出土である。器種や部位の分かるものは少なく４点を掲載する。
　　　１７７・１７８・１７９は，甕形土器であると思われる。１７７は肩部付近と思われるが，他は部位等分
からない。１７８には布の圧痕のようなものが見られ，焼成時に焼けぶくれが生じている。１７９は，
部位は分からないが外面に格子状の叩き目が施され，内面は青海波文が施されている。また器
厚が２～５�と薄い。
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第３８図　甕形土器

第３９図　古代以降の遺物
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　�　陶磁器
　　　その他の遺物は少量の出土があったのみであり，１８０が青磁，１８１が染付，１８２が陶器，１８３が
白磁端反り，１８４・１８５が薩摩焼の急須である。１８６は火燭と思われる。復元口径１１．８�を測り，
緩やかに内弯する胴部で口縁部が「く」の字状を呈する。口唇端部は平坦におさめられる。屈
曲部とやや下に１条ずつ沈線を巡らし，その２沈線の間に下向きと上向きのスタンプを押して
いる。また菊花状のスタンプも押されている。口縁部外面に刻みがあり，そのまわりに不定形
に刻みが施されることからここに何か付していたものが剥がれたものと思われる。

第４０図　土師器 赤色顔料スペクトル
※試料名：○○○は赤色部分，試料名：○○○Ｔは胎土部分
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　�　古銭
　　　１８７と１８８の２点が検出された。１８７は常平通

宝，１８８は寛永通宝である。１８７は背面に「○
二」と書かれている。

　�　軽石製品
　　　包含層中より多くの軽石が検出されたが，ど
れも加工をした痕跡はみられなかったため，出
土位置図と写真を掲載する。

第４１図　古銭

備考文様内面調整外面調整内面色調外面色調胎土焼成部位器種層番号

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器甕Ｉ１６１

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器甕Ⅱ１６２

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器甕Ⅱ１６３

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好胴部土師器甕Ⅱ１６４

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器甕Ⅱ１６５

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器 Ⅱ１６６

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器 Ⅱ１６７

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部土師器 Ⅱ１６８

ナデナデ黄褐色赤色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１６９

ナデナデ黄褐色赤色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７０

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７１

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７２

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７３

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７４

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７５

ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好底部土師器 Ⅱ１７６

自然釉タタキタタキ灰褐色灰褐色石英，長石，輝石，赤色石粒堅緻－須恵器Ⅱ１７７

自然釉タタキタタキ灰褐色灰褐色石英，長石，輝石，赤色石粒堅緻－須恵器Ⅱ１７８

自然釉タタキタタキ灰褐色灰褐色石英，長石，輝石，赤色石粒堅緻－須恵器Ⅱ１７９

－－－堅緻口縁部染付Ⅰ１８０

－－－堅緻口縁部青磁Ⅰ１８１

－－－堅緻口縁部白磁Ⅰ１８２

－－－堅緻口縁部白磁Ⅰ１８３

ナデナデ茶褐色茶褐色石英，長石，輝石，赤色石粒堅緻注口薩摩焼Ⅰ１８４

ススナデナデ茶褐色茶褐色石英，長石，輝石，赤色石粒堅緻胴部薩摩焼Ⅰ１８５

スタンプ沈線ナデナデ黄褐色黄褐色石英，長石，輝石，赤色石粒良好口縁部無釉陶器Ⅰ１８６

第６表　古代以降の遺物観察表
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第６節　山下堀頭遺跡の残存範囲
　今回の発掘調査で山下堀頭遺跡の遺物包含層の残存する範囲のほとんどを調査したが，調査区の
北側・南側に若干の遺物包含層が残存している。

第４３図　山下堀頭遺跡残存範囲（１／２，０００）
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第Ⅴ章　科学分析

　　植物圧痕
　　　第Ⅳ章で記述したが，５３の成川式土器の口縁部下外面にイネの籾圧痕が観察された。南九州
において弥生時代・古墳時代の籾圧痕の着いた土器の発見はさほど多くない。山下堀頭遺跡例
が直にイネ耕作と結びつくわけではなく，住居跡の埋土の水洗作業による炭化種子の発見例の
蓄積やさらなる籾圧痕土器の発見の増加を待たなければイネ耕作については論じられないと考
える。その他雑穀についても同様である。今後は住居跡の埋土の水洗作業を怠らないこと，土
器表面に気を配ることが更に要求される。

　　　更に，今回山下堀頭遺跡で発見された籾圧痕は，土器胎土内にイネ籾があり，何らかの理由
により土器表面が割れて姿を現したものである。当センター所蔵の籾圧痕土器の中には同様な
ものも少なくなく顕在化していないものを探すための手だてもイネ耕作を論じる際には必要と
なるであろう。

 

第４４図　籾圧痕

53
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第Ⅵ章　発掘調査のまとめ

《縄文時代》
　縄文時代の調査では散在的に少量の遺物が出土したのみであった。近接するフミカキ遺跡と対比
してみると，フミカキ遺跡では縄文時代早期の遺構・遺物が出土したが，山下堀頭遺跡では皆無で
あった。アカホヤ火山灰降灰以降では，フミカキ遺跡が曾畑式土器，轟式土器，縄文時代晩期の精
製浅鉢・組織痕土器，刻目突帯文土器が出土し，山下堀頭遺跡では曾畑式土器，出水式土器，西平
式土器等が出土している。２遺跡共に石器の出土は，石鏃が数点と剥片が少量出土したのみで土坑
や石器製作跡などの遺構は検出されなかった。
　出土した遺物が少量である原因として，アカホヤ火山灰降灰後フミカキ遺跡・山下堀頭遺跡での
生活期間が短くキャンプ的で少しの作業しか行っていないこと，遺物が調査区外へ流出したこと，
更に山下堀頭遺跡については縄文時代の出土遺物のほとんどがすぐ隣に位置するフミカキ遺跡から
の流入であることなどいくつかの可能性が考えられる。
　
《弥生時代・古墳時代》
　弥生時代・古墳時代の調査では竪穴住居３軒・土坑１基と共に多くの遺物が発見された。
　その中で，甕形土器では底部の状況から土器製作の技法を見て取ることができた。突帯に目を向
けるとⅠ類には突帯を付すものは見られず，Ⅱ類についてもわずかである。更に刻みを施すものは，
６３の１個体のみであり，これは胎土色調が他の個体と異なっている。ススの付いたものは少なかっ
たが，これまでいわれてきたものと同じく胴部下半・脚部に着くものは少ない。ススの着く（着く
ことが予想される）箇所を薄く仕上げ，ススの着かない（着くことがなかったであろう）箇所は一
様に器壁が厚い傾向にある。これらは甕形土器の使い方・火のかけ方を反映するものと思われる。
住居内の焼土には穴を掘った痕跡がみられず，竈の痕跡もない。おそらく住居の床面に直に甕形土
器を置き，脚の周りで火を焚き土器の内容物を加熱したのだろう。
　また，壷形土器の底部から胴部の成形技法も甕形土器と通ずるものであったものと思われる。し
かし，壷形土器はⅠ類・Ⅱ類共に刻目突帯がみられ，甕形土器とは異なっている。
　甕形土器Ⅰ類・Ⅱ類，壷形土器Ⅰ類・Ⅱ類共に１号・２号住居から出土しており，山下堀頭遺跡
の出土状況としてはⅠ類とⅡ類の間に明確な差が認められなかったが，甕形土器Ⅰ類とⅡ類の４４～
５４，５８・５９が不動寺タイプと呼ばれる一群を含む中津野式土器で弥生時代後期後半から終末頃のも
の，Ⅱ類の５５～５７，６０～６４が東原式土器で古墳時代初頭頃，６５が辻堂原式土器と考えられる。また，
３２，３９～４１，６５の甕形土器には口縁部下のくびれ部をハケ目が消える程強く指頭押圧もしくは横ナ
デするという他の甕形土器にみられない特徴が共通する。５９もこれに近いものがある。３２・３９・６５
は２号竪穴住居跡から接合資料の一部が発見されており，弥生時代・古墳時代の遺物の出土が住居
跡周辺に集中していることなどから，３２，３９～４１，６５，（５９）には形態（型式）差と型式を超えた
強いつながりの両方が感じられ，その他の土器を含め土器型式が順次移り変わるなか２型式の同時
存在性を知る傍証となるものである。
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　その他，南九州で発見例の少ない鉄剣２点・絵画土器のほかに二重口縁壷・ジョッキ形土器・籾
圧痕のついた土器も発見された。これらが現在あまり古墳時代の集落の発見されていない松元町か
ら発見されたことは重要である。また籾圧痕のついた土器は，土器表面に気を配ること，顕在化し
ていないものを探すための手だてを探ることを要求している。
　近接するフミカキ遺跡との関連についてみると，フミカキ遺跡での弥生時代から古墳時代の遺物
の出土が山下堀頭遺跡を見下ろす位置に集中し，更に円形の貼付文を施す壷形土器片が出土してい
ることから，山下堀頭遺跡出土の二重口縁壷や絵画土器と関連があるのか興味深い。　
　先述したが１号住居跡と２号住居跡，２号住居跡と３号住居跡で遺物の接合があった。第４５図に
これら住居間接合遺物の出土状況を提示した。第１２図も合わせみると住居跡から東側は近現代の耕
作により包含層が削られ出土遺物は少ないが，住居跡周辺に遺物が集中して出土していることは変
わらないと考える。また調査区西側へゆっくりと下っており，Ｈ－１１・１２，Ｉ－１２・１３区が一番低い部
分でここへ向かって遺物の集中してあるところから流れているようである。そのような出土状況の
なか住居間接合遺物は１号住居跡と３号住居跡での接合はなく，遺物の出土は住居跡から南西（傾
斜の上から下）へ流れ出たような状況が見られるものもある。特に絵画土器・３１は特徴的である。
１０４は住居跡からの出土遺物とＨ－１１・１２，Ｉ－１２・１３区からの出土遺物が接合している。
　２号住居跡の埋土をみると，埋土の中央に泥質土があり住居跡が埋まりきらないうちに大量の水
がそこを流れたこと，一度埋まりきったものが流れ出し窪みができたことが想起される。ここで絵
画土器・３１に特筆される住居跡からの出土遺物の接合関係の状況と１３７が２号住居跡からのみ出土
し完全品に接合していることなどから考えると後者である可能性が強い。
　ただし，住居跡から東側の出土状況が不明であるため住居跡東側から流れてきたものの偶然性で
あるものが含まれる可能性を完全に否定できない。
　坩形土器は，２号住居跡から出土があったが，ジョッキ形土器・高坏形土器は住居跡からの出土
はなかった。これらの出土地点は，２号住居跡周辺にまとまっている。

《古代》
　古代の調査では，遺物の出土は少量であったが，その中に赤色土器数点があった。近接するフミ
カキ遺跡でも同様である。第Ⅲ章遺跡の位置及び環境でも述べたが，赤色土器や墨書土器の出土に
ついて古代の主要道である伝路や官衙・郡衙・郡院・郡倉などの要地との関連を見る意見が出され
ており（石丸良輔『下永迫遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター（72）），それによるとフミカキ遺
跡・山下堀頭遺跡は薩摩半島の横断道が推定されている付近に位置する。
　次いで，方形周構墓についてみてみると周溝は幅６０～８０�，約４ｍ×約４．２ｍの隅丸方形状を呈
する。主体部は縦約１．４ｍ×横０．８ｍ×深さ０．３ｍを測る楕円形状で，長軸がほぼ南北を向く。主体
部埋土内にはアカホヤ火山灰の二次堆積土（Ⅲ層）のブロックがみられ，人為的に埋められたもの
と思われる。一方周溝は，レンズ状堆積をしており自然に埋まったものと思われる。主体部の位置
は南側にずれており，円形周溝墓ではあるが福岡県干潟遺跡のものと似る。また，軽石製石製品が
周溝埋土より出土した。古代・中世の周溝墓より五輪塔の出土が熊本県尾窪遺跡をはじめに西日本
で数例知られており，形状などから本遺跡出土のものも五輪塔の火塔である可能性が高い。五輪塔
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の火塔であるとすると宗教との関連も考えられ，太田三喜氏が「中世の周溝墓」『堅田直先生古希
記念論文集』の中でまとめられたものを参考に性格など考えねばならないが，県内での検出例が少
なく不明である。ただ方形周溝墓の主体部の長軸の延長線上には円筒状に約１０ｍ盛り上がる箇所が
あり（第４・５図，第３６図参照），示唆的である。
　いずれにせよ鹿児島県内で周溝墓・集石墓（火葬墓）の検出例は少なく，山がちな位置にある本
遺跡でこれらが出土したことは，最近報告された小倉畑遺跡などこれまでの調査結果にない成果を
上げている遺跡を含め南九州の古代・中世社会を考える上で貴重である。

第４５図　遺構間接合遺物・絵画土器・ジョッキ形土器・高坏形土器・坩形土器出土位置図
（1/ 200）
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あ　と　が　き

　発掘調査後しばらくを経過しての報告書刊行となってしまった。この間に上野原縄文の
森開園に伴い埋蔵文化財センターは移転し，南九州西回り自動車道建設に伴う市来ICまで
の発掘調査を終え，本年度九州新幹線及び国分IC～末吉ICまでの東九州自動車道建設に伴
う本発掘調査・報告書の刊行を終える予定である。歳月の重さを感じる。本来ならば発掘
調査終了後期間を開けずに報告書の刊行を急がねばならないところ本年度の刊行となった
ことをお詫び致します。
　筆者の力量不足で学術に資するものとしては不十分な点も多いこととは思うが地域の歴
史や考古学の研究に少しでも役立てば幸いです。


